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表紙説明

あふちの呆実

れふちの果実では，内果皮が各ヘヤに分れている。 そのことに

とても興味をもつ。果実によってヘヤの数はまちまちである。 こ

こでは2値と4個のもので，12月中旬頃に調べたものである。

（くわしくは本文中に）この果実も1月頃になるとほとんどの水

分を失い，巣く焼けたようになって落ち，またはこん別てたる前

にヒヨドリのえさとなる。（表紙原図志薔ムツ子）



ヒメウラナミジヤノメの変異（升2報）

“象ふち”の生物学

1．冬芽

2．花

3．果実

4． 糞の構造

5．薬の成長‥

d．あふちどよみ

（残された問責乳点）

新川海岸の生物群集調査

トーモロコシのキ七エアによる分醇

生　命

春の植物展示会より

採集会報告

升1回　金峰山

牙2回　久恵採集会

升5回　正円ノ池採集会　‥

19占5年文化祭反省

ペーパークロマトタラ

血流の観察

発行バクテリアの培養

エビの体色変化・

イースト菌の発酵

鱗粉転写

短報：クックカモクメシャチホコ‥・

短報：メス了カムラサキの飼育記録

よせがき：40年度卒業生

オリジナルな研究をすすめる‥・

鹿児島大学「大学祭」見学記1・

短報：ヤツコウソウ

加世田附近における生物どよみ‥

生物部員名笹　　一′泳′

他校交換生物部振畢介
編集後言こ・・

（2年）田中各行・中田昭徳・竹中法生・・（1）

森順郎（1年）崎山修・東辻和行

（2年）志摩ムツ子

（2年）志摩ムツ子

（2年）志摩ムツ子

‥、（2ム）

‥一．（27）

・・（27）
2年）平下律子・岩崎みつ子‥‥　・‥（53）

∵∵二二三彗日．1　二°
（2年）怒声ムツ子

（2年）竹中法生

（空？′響聖．長増子

（38）

（2年）前野英子．田中基行’長甥千日’（48）

（2年）田中基行・赤崎慶子・平下律子‥（51）

（2年）田中基行・赤崎慶子・（1年）・‥（55）

竹ノ内慶千・着元成子

（2年）平漱照子・赤崎慶子・中田昭徳・‥（占1）

（2年）中田昭徳

（2年）赤疇慶子・志摩ムツ子▼　　　…（る5）

（2年）森順郎（1年）書留耕造‥・・（＝）

東辻和行イ†

（2年）前野英子・平瀬照子・畏友幹子・‥・（占7）

（5年）迫田裕千・滴匠一代・上村信子‥（占9）

外聞倶子

（2年）岩崎みつ子・平下律子・′（70）

3年）迫田裕子

（5年）迫田裕子

・（2年）中田昭徳

‥・（顧問）福田晴夫

（2年）森順郎

（2年）赤崎慶子
・（2年）中田昭穂

（2年）田中基行

（71）

（72）

（73）

（7日

（75）

（77）

（7・7）

（78）

（82）

（45）‥・（50）（・83）



ヒメウラナミジャノメの変異（第2熊）

2年田中茎行1年崎山傍

中田昭徳東辻和行

竹中法生

森媚郎

日本でれ北海道から屋久島にわたって広く分布しているヒメウラナミジヤノメ（Ypthi刀凪

argu、日放ltler）が，1909年および1910年す夜わち54－5占年前，鹿児島県川辺郡

川辺町で採集きれ，駒井卓博士（現京大名誉教授，当時川辺中教諭）により，眼紋および前層の変

異が調べられている。

私たちのこの研究の巨標は，とりあえず駒井博士の調査以来54－56年，1る0世代余りを経

過した今日，ヒメウラナミジヤノメの眼紋や前周長がどのように変化しているか，または変化して

い夜いかを調査し，さらに何年か後に牙5回巨の調査がおこなわれる時のために正確を資料を壊し

ておくことにある。

この調査は駒井博士の記録が1909年と1910年の2カ年にわたっているし，年咋よる変異

も考えられるので少をくとも2年間はおこなわなければならない。そこで，19占4年および

19る5年の2カ年間，おこなった。その結果，19る4年の調査の一部をまとめ，牙了報として

．‘まのせ”升2号に発表したのであったが，本報では，19る5年の諏査の一部をまとめるととも

に，升1報に記さなかった数値を発表し，中間報告とする。また，地方変異への疑問もててきたの

で，鹿児島県口髭郡吹上町伊作と加世田市万世とで採集し，調査して参考とした。今年は，統計的

な処置とともに，世情史の調査を試み，その結果をまとめ，報告するつもりである。

ここに，升1報発襲後，多くの文献をたまわり，統計的処置について，御指導くださった駒井卓

博士に厚く御札申し上げる。（文責存田中基行）

11965年の採集結果と調査方法

駒井氏の材料と19る4年の榔蹄について升1報を参照されたい。

（升1衷）19る5年　川辺産

升1化5月5日（793石，18♀♀）計（97）

牙2化7月11日，15日（占う岩石，19♀♀）（‘82う

升3化9月11日（’57ちぢ，19幸平）（7d）

ー1－



（升2表）1965年　万世・吹上産

升3化　9月19，23日　　（55看る，14♀♀）計（　70）万世　中田採集

升5化　9月12，18 1F9日（97ち石， 23♀♀）計（120）伊作　田中採集

なお，調査にあたり升1報で用いた，

春型，夏型，秋型の名称は各季節塾がは

っきりした相違点がないので，本報より

それぞれ升1化，升2化，升5化と改称

する。また遡脈により分けられた童の記

号は，前に駒井氏が使用されたものと同

じ方式に従った。前項長の測定は，升1

報を参照されたい。

図1． 項脈と限紋

2　眼紋の変異

rl）すべての個体に共通を限紋

表面：前項～4・5室に完全に連続した大きな眼紋がある。

後塵－2・5童に1個ずつ眼紋がある。

裏面：前塵－4・5室に完全に連続した大きな眼紋がある。

後喧－1室に完全に連続した2個の′ト眼紋がある。

2・5室に1個ずつ限紋がある。

5・ム室にだるま状に連続した眼紋がある。

ほ　非共通な限紋

a　前項2窒素及び其の眼紋（升る表参照）

モ三二二ま

±l＿l三

イ性による変異

著るしい変奥は認められない。 19る5年総

個体3占355，91♀♀申，眼紋を有するも

のは9岩石（2．5％），1♀（1、1％）。

ロ季節による変異

わずかに諦められる。 扱紋のあるものの割合

が升1化のものが他のものよりわずかに大か）。

ハ年による変異

ほとんど認められない。

ー　Z　－



ニ産地による変異

ほとんど認められない。

ホその他

表と束の間に明らかに変異が認められる。 眼紋のあるものの割合が采のほうが表より大きい。

この変異の理由は，駒井氏の論文“ヒメウラナミジヤノメの眼紋に就て”に見るととができる。

この論文中に「或室の上面に眼紋のある場合には，其室の下面にもあり。 即ち限紋が同じ室の

上下両室に現わるる際には，下面の者を先とし上面の者を後にす。」という箇所がある。

b右後超表面1室の眼紋（升7表参照）

：‡＿三＿＿‡二

り掛軸pr7名純のぴJワ易誼の

性による変異購長日率

明らか碩興埋められる。
1㍍諒㌃一°

世二産をのぞけば，すべての場合，眼紋のある

ものの割合は雌の方が雄より大きい。

季節による変異

明らかに変異が認められる。 ほとんどの場

合，限紋のないものの割合は，升1化から労

う化にかけてしだいに大きくなる。 また，季節によるこの傾向の変異は，石より♀の方に強い。

ハ年による変異

性 升　　 1　 化 升　　 2

l　〈
b

i

1 0 ％前後の変異がある。 腎 ％高茹

2 つあるものがふえる傾向 傾向はつかめ

がある。

♀ 2 5 ％前後の変輿がある。 1 9 0 9 年産

ない ものがふえる傾向があ ほとんど変異

る。 （約 1 0 ％増 ）

升　　 2　　 化 升　　 5

％前後の変異がある。 管 ％前後の要

絃つかめない。 傾向はつかめな

0 9 年産をのぞけば，
！禍 ％前後の裂

け
んど変異はない。 傾向はつかめな

化

升5衷右後超表面1室狼紋の年による変輿（～％前後は前後10タ‘ま肇撃り）

特別，全体的傾向はつかめない。

ニ産地による変異

明らかに変異が認められる。 限紋のあるものの割合が，雄ではほとんど変災がない。 また雌

では甘％前後の変換があり，万世産に小さく・伊作産に大きい0

ホその他

限紋の2つあるものの割合と1つあるものの割合の間に変災を認められる。 ほとんどの場合，

2つあるものの割合が1つあるものの割合より大きいか，それに等しい。

－　3　－



C　右複成表面5宝及びる宝の眼紋（升8表参照）

潔4溢乳顧軋蟄㌻亮嘗銘

く・－盈完もC2譜雷の慧警霊

のに，雌では牙1化のものに強い。

イ性による変異

著るしい変異が認められる。 雄では，眼

紋が両室ともないものの割合がもっとも大

きく，両室ともみろものの割合がもっとも

小さい。 雌では，前者がもっとも小さく，

後者がも？ とも大きい。 また性によるこの

傾向の変異は，雄では升2化，升3化のも

ロ季節による変異

著るしい変異が認められる。 限紋の両室にないものの割合が，升1化のものよれ升2化・

升3化のものの方が大きい。 また季節によるこの傾向の変異は，雌より雄の方に強い。

ハ年による変異

升　　1　化

20％前後の変異がある。

両室共ないものがふえる傾

向がある。（約15％増）

習％前後の変異が奉る。

5窒のみあるものがふえる

傾向がある。（約25％増）
」－」一二

牙4衷　右後項表面5

升　　2　　化

ほとんど変異はない。わず

かに，5室のケあるものが

へ少，両室共ないものがふ

える傾向がある。（約5％

減，増）

習％前後の変異がある0

両窒共あるものがふえる傾

向がある。（約10％増）

ほとんど変異はない。

誉％前後の変異が
5室のみあるものがへる傾

向がある。（約15％減）；

＿－＿＿＿u＿・＿＿＿．＿＿．…．．－．＿．・＿．｛．．，＿．、．…．．－・－＿．．J
′もノ0　　＼JllJ　． ノ　′り’「閂　ノ　　暮Ir’J　′Jl． ビーノ′bJ O　　＼小J l　’′．

る室眼紋の年による変異

特別，全体的な傾向はつかめない。
〕

ニ産地による変異

わずかに変異が認められる。 雄にはみられないが，雌では，両室共をいものの割合が19°

5年万世産に大きく，伊作産に小さい。

ホその他

私たちの二年間にわたる調査のうち，右後超表面5・る車扱紋において，る宝のみあるもの

が1個体見いたされた。 記録の都合上，これは5窒のみの個体として記録した。 駒井氏の許文

． ‘ヒメウラナミジヤノメの眼紋に就いて’’には，これについて特にふれたところはたいが，る

室のみあるものの項がもうけて奪いところをみると，私たちの見いたした根体が技しめてのも

のらしい。

一　°1－



且　右摸盛衰蘭1室，2室及び3宝の眼紋（升9表参照）′

（い　　　　　　　く之） ぴ）　イ　性による変異

夕空芦『　　　明らかに変異が諦められる。 限紋の連絡

瑠∫お役麹細・213督紅款＿

両臓腐骨拉凋贈触枠用冊郎瞳

・1た‡「

ハ　年による変異

．

L．．
1
、
－
上
．

㍉－．
－、1

牙　－　1　化

1909年産をのぞけば，

まとんど変異はない。

25％前後の変異がある。

傾向はつかめない。

L」＿

升　　2

するものの割合は，比較的に唯より雌の方

が大きい。

ロ、季節による変異

明らかに変異が認められる。 眼紋の連絡

するものの割合は，はるかに牙1化のもの

より，牙2化，升5化のものの方が大きい。

正二に
ほとんど変異はない。ただ

1910年産で，2連がへ

り，5運がふえている（約

16％）

、†′　　5　　化

㌣％前後の変異がある

條向はつかめない。

．．＿．、＿－L＿－＿，＿－，．＿＿＿l＿＿． ‥、∴

「
「

50柑後の変異がある璃慧禁禁器孟各

傾向はつかめない。

がふえる傾向がある。 （約

25％減，増）i25％－

升5表右後週裏面1・2・5重眼紋の年による変異

牙3化石を例外とすれば，5個分辞したものと3個連絡したものとがへり，2個置給したも

のがふえる傾向がある。

ニ産地による変異

明らかに変異が認められる。 凄絡したものの割合が，万世産ではわずかに小さい。 また5個

連絡したものの割合が，伊作産に大きい。

ホその他

汁1化では3個分接したものの割合が大きいが，これを例外とすれば，他は2個連絡したも

のの割合が大きレ、。 ここでその道格について述べた限紋は，すべて共通な限紋ではある非共通

別艮紋の変異の中でまとめた。

eその他の阪紋（升10表，牙11表参照）

前に，a．，わ，C，で述べた前項2笠，後蒐1・5・る室の限紋以外の眼紋につレゞて，その

眼紋のあるものの割合について調べたり

その割合にはある程度の変異が認められる。 後逮において，その割合は多少石より早に大き

いことが認められる。 また，升2化のものよウ牙1化，汁弓化のものに，川辺をフ万是匿エ〕

伊作意のものに大きレゝことが認められる。 年による変輿も・：ウノるが，傾向ん・‾二つか培戌ル㍉

一5－



また，これらの脹紋のあるものを右前越，同後超において総個体数と比較すると，総個体

（19る4，る5年産）759頭中，後項裏面4室にあるものは27頭と割合に多く，その他

は，前項表面3・る室，同襲画3・占室，後感表面4室，同裏面1b・7室にわずかに，みら

れるだけで，それらは百分の一に滞ない。

駒井氏の調査の結果も，「即ち先ず左右の越に相称的に之を宥する者の数を総数に比較した

概数を求め人に，後超下面四室の者十七分の一，同上面四室三十分の一は割合に多き方にて其

他の前項上面三岡下面一・三・六室後超下面－ら・七室の者は首分の一に滞ず。」とあり，後

感表面（上面）4窒において多少多い他はほとんど変らたい。

fその他の問題点（升12表一升17表参照）

各限紋間の相関関係と各眼紋の左右相称慶の聞出が他に考えられる。 右後超表面1室と5・

6室の限紋の相関関係と，それらの各各の左右相称慶について，調べてみた。 今回は，その資

料捷出にとどめ，考察その他は升3報に残す。

年
率　　　　面

両超にある

0（0）

0（0）

2（2．0）

1 9　占　5 ！0 （　 0 ）

［．′討て

lL　 2
l
［ 化
［

1 9　0　9 0 （　 0 ）

1 9 1 0 0 （　 0 ）‥

1 9　る　4 0 （　 0 ）

1 9　5 5 0 （　 0 ）

「

上

i

l
ヒ

1 9　0　9 0 （

1 9 1 0 0 （

1 9　°　4 0 （　 0 ）

1 9　占　5 0 （　 0 ）

占5 万位 0 （　 0 ）

る5 伊作 0 （， 8 ）

片感に．ある

0（0

0－（0

0（0

1（1．1

表　　　　　面

画趣にある 片超にある

） ！1 （3．5 ） 0 （ 0 ）
5　0

）
ii 2 （ 2．0 ） 1－（1．り ！　 9 8

！
） 再 （5，1 ）　 3 （5．1 ）
i

9 8
） 巨 （4・2 ） 1 2 （2・1r）

9 5

） i o （ 0 日 1 （2・う ） 4　5

）　 0 （　 0 ‾） ・1 （1．0 ） 1 0 5

）　 0 （　 0 ） 1 （ I．0 ） 9 5

） ．0 （　 0 ）　 0 （　 0 ） 8 3

i
i

1 0　5

i

）・高 （ 0 ） 0 （ 0 ）

）上 ．当 日？十 リ 7　占

出 立 出 10　0150i
牙る表　前惑2慧眼紋

左の数字融瑚本数（）内は％，升7衷以下もてれに同じ

ー　6　－－－
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3前項の長さに於ける変異（升18表，牙19表一参照）

乳性による変粟（図12～図16参照）

明らかに変異が認められる。 季節，年，産地を同じくする雌雄においては，埠は雌より大き

い。 （ただし，19占牛革升2化は例外。 ）

も季節による変兵

明らかに変異が認められる。 性，年いずれを某にしても，必ず升1化のものが最も大きく，

牙2化のもの，升5化のものの順に小さくなっている。 また，古で結升1化のもの，升3化の

ものの変異の巾が，♀では沖5化のものの変災の巾が，他のものの変異の巾よりやや大きい傾

向がある。 （ただし，いくつかの例外を含む）

C年による変共（図る～図11参照）

019占4年産と19占5年産の比較

ちにお八ハてははっきりした変異は認められない。
皐において，明らかな変累が認められる。

早では，升1化，升2化，牙5化のいずれのものの場合でも，1955年霞のものが，1944

年産のものより約0．5m小さくなっている。 ほとんどの場合，グラフの形は良く似ている。

0191口年産と19占4・る5年産の比揆

明ら中に変接が認められる01910年産のものより，19占4・る5年産のものが・1m

－1，5詔間大きく査つている。 しかし，グラフの形は良く似ている。

d産地による変兵（図19，図20参照）

石では，伊作産が最も大きく，万世置，川辺産の順に′トさくなっていて，1那花内外の差があ

る。 ♀でも，同じ順で小さくなっているが，伊作産・万世産の間には大差がなく，これらのも

のより，川辺産が1m内外小さい。 6♀いずれの場合も，その変累の巾はほとんど等LLへ。

以上，a，も，C，且で述べたことは，ただ測定値を％になおし，衷及グラフとし，比較

したものであり，まだ，平均値や偏差値を求めていない点，早の個体数が少ない点，この二

つの点で，まだ不充分と思われる。

4　今後の計画と問鞍点

1）統計学的資料の作製とそれによる追求

2）変只のかこる原田を考える。 （飼育など）

3）標準的個体および変真の著るしい個体の写貫による記路

4）50年後の升3［司調査のための，資料の堤録と親告辛の発刊

一日一
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あ　ふ　ち　の　生　物　字

志だ≡ム、ソ子前野英子長友伴子

岩崎みつ子平下津子

学校の中心にどっしりと大きな体を立てている． ‘ぁふち”，また，わが校歌にも歌われている

“あふち”。、私たちはこの“あふち”の生態を今年から調べ始めた。
－

果して何年かかるかわからない，でも，私たちは続くかぎり調べるつもりである。

私たちはこの一年の間に，花と実，某の表面，薬の成長について調べた。 その中でも実の内部に大

変興味をもち，そこに重点をかいた。ここでは新芽，花，実，葉についてそれぞれ分けで述べてお

こう。

1）　冬　芽

葉の落ちたあと（にごった藤色）

／／／

hqもqS

／／／窄執＼＿

∵㍉一一、

二月Jg田

之鍔1g8

号の拡大盛

一′一一・・一
一・一一・．・－・ノノ

ニラ

、
、
了
工
／

1

1

き　、

プ
′
′
「
圭

′
／
ノ

／

26

′

2年　志摩ムツ子

直堤3、4湖功t宜で、ビロ

ード状の轍もて、をおわ

れていろ

／

ノノ之フ



2）　花（28ページ参照） 2年　志摩ムツ子

1．つ；′菩み（五月上旬）

2．花びらが少し長くなっている。 つぼみの上部の紫の色はがくに近い方の色に比べて讃ル㍉

3．花びらが少し開き，渡紫色のおしべと黄色の前が見える。 病の頭は赤い。

4．図5より少し開いただけ。

闇では溝が花びらより長く書かれているが，これは蹟微鏡で見るときの方向によった。

5．滞開時（五月下旬）

花びら・・・5枚（中には4枚のものもある）茹・・・10個

おしべは円筒をなす。

占．円筒をなしているおしべを開いた図。

前はおしべの上部についている。 めしべはおしべより少し短い。

Zおしべはかつ色をかび，満開時よか細く怒っている。 （六月上旬）

8．花びらは落ち，子房が少しふくらんでいる。

鼠子房の緑色が少しみえている。 （六月中旬）

1私子房が大きくたり，黒かつ色に結んだおしべはめしべの上部にも麹けられている。

く番号は図の番号と同じ＞

3）　果実　（29－52ページ参照） 2年　志摩ムツ子

0果実は外果皮，中果皮，内果皮からなる。

0内果皮は2～‘個のヘヤに分かれている。 各ヘヤの数はそれぞれ舅通，調べたうちでは，4－

5個がもっとも多かった。

0果実は最初から最後までほとんど変らない。 ただ色と内果皮が7月中旬頃からだんだん硬くな

りしまいには切るのに使う道具がなく困った。

0八月中旬頃果実の表面に黒いはん点が見られる。

〇九月上旬に1液のdO個のうち4個ツワのあるものがあったが全体的には11月中旬頃からだ

んだんシワができはじめた。

〇九月中旬頃から虹，縦には切れにくくなる。

0各ヘヤは緑色から淡講色をへて白色に変わる。 各ヘヤは白色体のもので満たされそれにヨード

をつけてみたが色は変らなかった。

010月上旬頃から各ヘヤの内部が半分にわれでいるように見られる。

0表皮の色は緑色，黄色，茶色と変わる。

012月上旬ほとんど黄色になっている。

01月中旬半分位果実が残り，ほとんど茶かつ色や異色になっていえ．
1
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前は白色であったものが今では線色に
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風のために落ちたせいか一枝についている果皮正少受止㍉

きようとった果実の中にはシワのあるもlつは何もなかった。
つ

ほとんどC⊃果実凸表面は黒いはんてんがついている
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4）葉の横道

（日豪の裏面の巷の毛（400倍）

色：ヤ“まぷき

全長：n5219m

菜長毛：0．140°訊皿

長短毛：0．0570椛

（器具）接鮫ミクロメーター

佗　気孔（る00倍）

1・つの大きさ　　．ジ／′一

縦：0．0259m

横：0．0148m

3．03m媚に7コ

2具95mが53コ

5）　葉の成長
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rI）冬芽からの成長

冬芽一一小枝→菜

このように冬芽は小故にをう，そしてその小枝から薬が出る。

（引　　枚の菜について
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也1本の小枝に郎璃5月現在の葉の枚数

る～9枚

Q）1枚の集の長さ

2．3cm′－5．0cm

1本の小枝においては，位置によって長さがちがう。

板もとの方についている薬を①として順に末の方へと表書をはかり，そのグラフを書いてみ

ると下のようである。

①②人
U

◎
′

畠
「
急
「
」
彗
」
彗
｝
呵
－
．

・．

㍉∵一つ三∴㍉y

◎　㊤

＼
＼

＼
’＼－

＼
＼

、
＼

受・二、・才

¢）は，まだ葉が，どんどん出ている段階にある枝にかける真書で，（∋は，すべての票が，完全に

圭にな少きっていて，桑も成長の沈やい校における真亨である。

こつこつのグラフによると，④虻ヤがて，（∋のようた由緑になるCコではをいかとキえら二上る。
ノ
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膏′某と花との関係

花按の出る位慣

1． 小牧の柄本のところより，数本

出ているが，時には1本も出て

いないものもあるっ

2． 葉の柄本のすぐ上に1本ずつ出

る（図奉照）。 この場合，小枝

の末の方には出ない。 だいたい

1－5枚日の葉の柄本ぐらいま

でである。

あふち

「あふち」はつまり「おおち」で，「棟」か「樗」という字があてられ，せんだん脾毯）の

古名。牧野博士の植物図鑑によると，「せんだん」には「梯」の字のみをあててあれその中

から少し拾いあげてみると，「暖国の海辺e山地に自生，五・六月の侯，五奪五花弁の淡紫色

の美しい小花をつけ，果実は苦梯子といい，薬用」とある。 ，

別語によると，せんだんの果実は，「金鈴子」とあり，この方があの実の風情にふさわしいよ

うだ。

ところで「あふち」に「せんだん」の音名ということでは，万菜の中にそれが見えている。

妹が見し棟の花は散りぬべし我が泣く涙いまだ干なくに

巻五（七九八）　山上憶良

（注）上文の「奇ふち」については本校文芸部発行か「あふち」lVbユ． 17の中Cつ中江

悠先生の文よウ抜粋致しました。 は三）

・－36　－



S）あふちごよみ2年志摩ムツ子

5月5日半球形（直径5～4m）にふくらんだ芽が，灰色（つビロード状の徴毛でかかわれて

いる。

4月23日芽がかなカふくらんでいる。

2古口先端から若葉が出ているC

5月る日・淡紫色の小さなつぼみがいっぱい出ている。

8日一枝につき1，2個のつぼみの花びらが少し開いている。 前とおしべとめしべが見

える。

21日満開。 遠くから見ると淡紫色と線とが入れまじってとても美しい。

においをかいでみたが，あまりいいにおいはしなかった。

24日花びらが散り始炒る。

25日花が薬と同じぐらい多く，遠くから見ると淡紫色と線色の混合。

51日花びらがほとんど散り，小さな緑色の果実ができている。

り∃5日花はほとんど見あたら夜レ。

7日新芽はすっかり伸びきって成幸となるっ

7月12日中に少し黄色くなった葉があるが，しかしまだまだ大部分が青々と茂っている．
。

51日果実は直径1C叫まどになる。

8月20日中に5，‘個茶色に在った果実を見た。

（その枝だけ折れていたのだろうか？ ）

21日内果皮がとても硬くなっている。 硬くなりはじめたの蛙7月12日，113日頃から

かと思われる。

9月18Ei果実は一番大きいもので直径1．2－1．5C叫ほどになる。

10月20日落葉して半分位になっている。

50目薬がたくさん落ちている。 中には枯れた葉がある。

11月10日某が残り少なレ。

14日春から夏に生じた成業はほとんど散り，秋芽からのものらしい若葉がかたせってつ

いている。 果実がやや目立つようになる。

12月15日壇だ薬が少し残っている。 実はまだ黄化せず。

17日ほとんどシワがよっている。

18日葉が完全に落ちた。

27日果実の中で黄色づいたものもある。

1月3日ヒヨドリが盛んに鳴いている。

果実を食べにきているのだろうか？ 窓をあけないので見えかへ

5日果実がたくさん菩ちている。

8日‥果実はすっかり色づいている。 ，車に轄黒色になっているも・lノ

ー－37－



1′117日　残っている果実は中心部が一番多い。

20日　枝を切ってみると葉の落ちたあとの上部に冬芽がついている。

〔残された問堰点〕

今年の一年間はただ表面的なことだけを調べてきた。 残された問融点といえばまだまだたくま

ふある。 これらの間置点をこれから先調べてもらえば幸いである。

1．あふちの四季

0新芽はどのようにしてでてくるか－早い場所（方向・高さ），いっせいにでるか。

0越冬のようすはどうか－芽の保護，横縦断面図。

2．1あふちの葉のつくり

0気孔の数は衷妄圭でどうちがうか－1cmあたりの平均，変臭

0葉の断面′－－一さく状組紋の並び方など。 0葉脈の分布はどうか。

3．あふちの茎のつくり

0若い茎の断面図0材はどうなっているか。

4．． あふちの花のつくり

0花のあつまり方はどうなっているか。 0花粉の形はどう覆っているか。

5．あふちに着生する植物

0コケの種熔とその分布（樹幹，小枝につくもの，方位など）

0着生植物の種顆とその分布

占．：あふちと昆虫

0セミの種煩と時期0アリの種椋となわぼり0あふちの害虫0花に集まる昆虫

7あふちと鳥

0ちふちに巣をつくる鳥の生活0果実をたべる鳥

8．・あふちとノ＼生一一利用のされ方，格言等

父あふちの名前一外国語，方言etc．

10．あふちの分布国内分布，匝外分布

11．あふちの呼吸作用

12．：あふちの同化作用

15．をふちの根圧

14．あふちの寿命（樹令）

15．をふちの発芽

1占．円果皮の中にあるヘヤの数の比率

一°38－



新川海岸の

生物群集調査

2年　竹中法生

協同研究者

福田先生． 田中基行

森順郎志摩ムツ子

赤崎慶子長友仲子

前野英子

一、㌦‥

日的

1． 吹上浜砂丘の生物分布状態を知るための生物採集

2． 貝殻採先

潮の干潮時 調査日：19占5年4月5日（暗）

14時21分（鹿児島港）

採負道具

ビニール袋，巻き尺，くだビン，マジックインキ，移植プチ

オ1の目的について

イ採集方法

波うちぎわに基点を決め，また松林の方にもう一つの点を決め，その2点を結ぶ直線上を

5mかきにたて，よこ，深さが50cmの穴を掘ってその中の生物を採集する。

ロ結果の考察（次ページの裏より）

1）満調練から干潮繚までには

ゴカイ・エビ・二枚貝（アサリ・イソシジミ）・ヒメスナホリムシ（？ ）・ムカデ・ま

き只・ヤドカリなどの群堤である。

2）乾いた砂丘廷）には（満潮緑まで）

ぼくたちの採焦したところで披，この所には生物旺見つからなかった。 しかし，はくた

ちの目につきそうでない小さな生物がたぷん住んでいるだろう。

5）湿地（入江）には，スナガニの1筒の群集である。

4）乾いた砂丘（カに姓（植物はこの表に揉載せ億かつ五）

（植物）コウポウムギeケカモノハシ・ハマゴウの群琵である。

は埴り）ミミ∵ズ4コカネムシ幼虫苓群錆である－

次ページウ表で，Aに先のとがったゴカイ，且二t莞三（’コとがっていたいゴカイをわらわ子っ

－39－



砂　　　　　　丘

ー
干
T
T
T
↓

、、一、、、、売ぎ＋雷

、、＼＼守

「． ツ

誌∴言論■㌃㍉

・

　

“

　

　

　

　

・

「

ト

ー

上

～

－

r

I ）

ニ

ガス′

′

1

1

ニ

ブブ　　　　イ

湿　地　（　人　事二　）

111‘l－“17． －

111
的榊の

1． 1
を」う囲

砂　　　　丘　　　；満

（カ　　（乾）　　　潮

＿． －． 1＿＿＿＿F＿＿＿＿▼　＿　＿▼．．
▼＿1． 日▼＿＿＿．＿＿＿＿＿一一l一一、一一・一一一一‥l一一1－‥1一・一・・一一111一一一い1一一・・一‥1－－－－－　－－－－・

r。Ni

カ　　　　ア

・、、・・．トー

んルル．
｛ムール、⊥

多1
一　°‾・‾・・‾u‾▼－1－－“・‾I‾ノ

－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－

！



・・　　1　：T

少水

－．
′
．／

氷　　水

多　　多

L L

・、、ノ・－ノー一、、ヽ♂へ、一一′＼ノ〆、、－

311
1

41！ 42拘引．44

砂　　丘　（湿） 砂　　丘　（湿）

111212141
払）仏）伍）仏）仏）払）仏）的）の

111

し…
／
〕

、－

21522
（封仏）の仏）仏）

11　　　2　　　　　∠

111　　　　　　　　1

－1　　　　　・‾‾　‾　l‾ケ　▼l一一　一一一　ムー1－　　－－－－－11－－一1．
－l1－1－－－　－－－－－－一一一、、－． －1、ノー． 一、1－－－－－－‥．

一一・、11一． 1－　－　－l　－．
一一　一一一一、　一・　　　　　一　－一一・一　‥＿

11
し．、．
）ト）

2　　　1　2　　　2

払）　仏）仏）・餌
11
（月の

′A一・°・‘・‾一一一．．－・－・－－．一・・・一．▼－・一・・一一′h一一－・一一や・．一一一一一－一一一一－V・・一・一°－．・・Wl

海



汁2の目的について

◎採仏品とそ〇個敷

海胆顆（球皮誼物）

ナミべリノ、スノハカシバン（1占コ）

フジツボ科（節足動物）

フジツボ（多し）

軟体動物

後脚アメフラシ

体に触れると栗汁を出す。

貝規

ビワガイ科－ビワガイ（20コ）

ハポウキガイ科－タイラギ（5コ）

イクヤガイ科～ツキビガイ（5コ）

タカラガイ科→ヽ・7ユキダカラ（？ ）（1コ）

エゾバイ科～ノくイ（2コ）

ミクリガイ（4コ）

クマガイ科

ツメタガイ（14コ）

マンジユウガイ（2コ）

ノくカガイ科

オオトリガイ（2コ）

ノくカガイ（9コ）

マルスダレガイ科

ハマグリ（11コ）

チョウセン′ノへマグリ（1コ）

カガミガイ（5コ）

オキアサリ（1コ）

コクマガイ（2コ）

ニシキウズ斡（4コ）

た：三予，こむ頁訂採景品日録は自分で同定した

の圭．

“裾了． たけを鹿児島大学理学部の平田

日銭博士に亨で．1た書いた′。しかし，もし，同

定．＼rノミジフ，与れに，登に1＿ちろん芸者に法る。

l－12－

リユウキユウマスオガイ科

イソシジミ（占コ）

ムラサキガイ（3コ）

トウカムリ科

クイコガイ（22コ）

ウラシ‥マ（8コ）

マテガイ科

マ‘テガイ（1コ）

オオマテガイ（7コ）

ザルガイ科

トリガイ（2コ）

フネガイ科

マルサルポウ（8コ）

マクラガイ科

マクラガイ（9コ）

ニッコウガイ科

ベニガイ（るコ）

オオモモノバナ（1コ）

サギガイ（1コ）

クマキガイ科

トドロキガイ（1コ）

スイショウガイ科

フドロ（1コ）

シドロ（1コ）

ヤツシロガイ科

ヤツシロガイ（4コ）

クチベニガイ科

クチベニ（2コ）

◎参考資料

北隆館の「原色劫物大圏塩町1，Ⅳ」

保育社の「原色日本海岸拗免田孟」

斥育社の「原色日本只柿間媒」



トウモ　ロコシのキセニアによる分離

2年　前野英子・良友伴子

（協力）1・2年女子

19占4年トウモロコシのキセエアについて実放調査したが，1965年はFlの分雄

状態を調べてみることにした。

種子・…‥19る4年本校で収穫したもので

早生自（売品898）x早生黛（長晶899）． スウィート種

によって得られた1代雑種

1）方法

実験地19占4年と同じ場所で本校校舎升1棟升2横間の中庭の花壇の横

播種期日5月28日69個の種をまく（約40（両用隔2粒点描）

肥料硫安塩化カリ． 独力ス

2）調査の成績

イ発芽る月5日

口出穂7月12日

ノ、開花7月15日

二花柱（絹糸）の抽出7月15日

ホキセニ了の出現8月4日

へ結実状況と分瀞状況

○：半分以上結実しているもの

∠ゝ：半分以下結実しているもの

X：まったく結実していないもの
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5　4　　　7 12　0　　x ∠ゝX 7 3 1る

計 1207 4048

黒と白の分捷比

5．5　5：1

結論

○♀花柱（絹の糸）は，大体升2節から牙占節の間に（1－4個）でるが，上方のものほど，よ

く結実している。

0田轍から開花までの期間は，5日から1週間ぐちレrで，生育のよいものほど，その期間は短レ。

0出穂から花柱（絹糸）の抽出までの期間は，4日間から10日間ぐらいで，これも前と同様だ

いたい生育のよいものが，その期間は短い。

0花柱（綿糸）抽出から，キセニ了の出現までの期間は，2週間前後で，出現の時期は，だいた

い花柱（絹糸）が枯れるころである。

0又，キセエアの出現においては，よく日の当たるもの（胞の薄いもの，叉は，身がむき出して

いるところ）は，色のつき方が早いようである。

キセニ了の分骨比憶，・5．55：1となり，法則による分点比5：1に，たいたいそったものと

たった。普通の裁培では，他から？花粉の混入や不完全な結実などがあるので，完全充分篤は

むずかしいと思う。

他校交換生物椴問詰詣介（1）

わかか少汁号（198． 号）升4号（19る5）娯立銚子高校生物クラブ

女子だけか高校らしいが，課名“苦境”くつように′つひだ）びした感じがてている良い

出きげえですr，一15－－



頴問　准木孝雄

生． ∠ゝ
叩

私は大学時代のほゞ－ケ年間をイモリと共に過どしたといっても過言ではあるまい。 自分の研究

Cつあいまに，自然の美にしぼしみとれることもたびたびだった。 その一つにミクロの世界がある。

朝早く，イモリの受精卵をいけすからシャーレに取って来る。 顕微鏡の視野に今瞑って来しなの

卵をとらえる。実にすばらしいものである。 普通は何の気なしに見すごす豆つぶはどの卵，これが

やがての手を，足を備えていようとは，未来の全てを秘めて，あたかも惑星の縮図でも眼のあたち

に見るかのような錯覚をおぼえる。 実に美しいものである。 顕微鏡観察‘したことのある人にはだれ

にでもわかることと思うが。

ミクロの世界は，自然界で普通に耽々が日にふれるものの何ものにもたとえがたい神秘苔をもっ

ているC

やがて眼下で生体への復活が始まる。 二つに割れる。 父分裂，やがて神経筋出現。 そのうち頭部

と尾部が区別できるようになる。 卵膜の中で動き始める。 わずか1週間位の間に，何の変哲もたい

球乗る受精卵から叉新たな生命が誕生する。 これを見る人だれが生命の驚異にかどろかまれないだ

ろうか。

巨主命」とは？ なるほど気にもとめずに見るならば，表面では何ということはなく形を変えて

行くのみであろう。けれども，それを誘導する内部での複雑な変化，それにいやでも興味をもたざ

るを得ない。この現魚界の何が生物ほど複雑なもりが，父不思議なものがあるだろうか。 今日まで

あまたの科学者により，その驚異○ベールがひとつひとつはがれ，つい亜nDNAにまで至った。 そ

れかわずか10年の閲に数多くの疑問に答えてくれた。

これからの生物学ぺの期待はますます大き． く．なりつつをる。ガンの誘発は杜たして何によるもの

だろうか？ここで生物学について再虔考えてみたいもcである。 今やDlJA発見により，生命の

本質研究への一つの壁がヤぶられて，新LLへ生物学時代の感が強い。 生物学とは？ 科学とは？

現在我々が学校で学ぶのみの生物学では，それはSclenceと呼び得るかどうかは疑問である。

あくまでも基礎である。Sclenceとレゝう柱を立てるための。 だからもちろんそれを充分にやらな

ければいけをレゝことは当然である。けれどもそれだけで溝足していいもDだろうか。 Ⅹ→Yを知っ

ても面白味は覆いだろう。、く－α→Ⅹ→β→せ→と辰沼させるならばよタよく理解でき，より上位へ

の和衷もおのずからわいてくるのではないだろうか。 今や，科学といえば生物学・といわれる時代

で与る0それをヤるに決して知理長頭瑞とろ思わない言岩拇悠誉学をやるじヤたいか。 明日に生き

る人面ならば，もそうたってもよ呵まずと思う。 今日C秤手長舘の進歩は巨「ざましいもこ沖蓑る。
，

一こ．ニ＿‾れが人ごとみたいにならないように。

－純一



今年元旦り朝拍潤紙上に早でも登場した空想マンガが、“写露恨不朽′コも． つ，JmA売は

す’’その日も不能かも知れ夜レ。

その驚き抱’中で∴神秘の中で生まれた我々人煩ははてし恋い能力を持っている。 もつと生かそう。

もつと探究心を持とう。イモリの卵から粗らわれ夜hように。
ト

串昭和40年度部活拗記繚韓

4月　0新川浜　絢畔即時

0新入部員募集

0ヒメウラナミジヤノメ春型採集（川辺）

5月　○金峰山採集会

0キセニヤ実絞用トウモロコシを抵える

占月　0生物室において御勿展示会

7月0ヒメウラナミジヤノメ夏型採集（川辺）

0トウモロコシのキセエア実験調査開始

0久志採集会

9月、0ヒメウラナミジイノメ秋型採集

川辺・伊作・万世

0佐方敏男先生療養のため入院

10月○正円ノ池採集会

0経木先生本校へ赴任

0文化祭の諸準備

11月　0文化祭

0発光バクテリア培養実験

0鹿児島大学大学祭見学（15名）

12月

8月0福田先生八重山一沖縄の昆虫採集へ1月

0嘉島登山（田中基行）

0メスアカムラサキの飼育

0「受のせ」5号の原稿準備

2月′o r‾まのせ」5号発行予窟

こ〇ほか，本誌を見ていただくとわかるとおり，わずかな時局をうまくづたいで色々なこ

とをヤ「ました。そ・ごl気になれはできるもの○ようです（

ー17　－



春の雇物展示会よ　り

二年前野英子

・田中基行

長友判子
岬

本校で昭和40年占月2日行なわれた春の植物展示会（1年生に植物を持ってきてもらって，名

前をおぼえてもらうために，毎年春と秋に行なわれるもの）の，1週間後，ピソにさされたそれら

の植物から根や芽が出ているのがあったので，調べてみた。

根が出ているもの

植　　 物　　 名 場　　 所 長さ （cm ） 本　　　　　 数

あや め科

ヒメビオギス イセン

ゆ り科

ヤブ ラン

い ぐさ科

ハ ナビゼキシ′ヨウ

いね科

ケカモノハ シ’

地下茎 の下部

株の棍 もと

i株 の酌 と

l 酎 ひげ酎

0．5

5．0

1．5

4．0

2

3

4

1 本 の ひげ取 より 0 － 4

シ‘マ ヨシ′ 株 の根 もと 1．8 － 2．0 1 5

かやつりぐさ科

カヤツリグサ

つゆく専科

ヤブミヨウガ

さといも科

ムサシアブミ

しょうが科

ミヨウガ

とくだみ科

ハンゲシヨケ

ドクダミ

莫んほうげ科

キツネボタン

ウマノアシカク

株の根もと

節の1左上

球　茎

茎

節の付近，根

ノ1‘l‾－ムI．

抹つ沢もと

2．0－5．0

0．5′－1．0

0．5～3．0

5．0

・一三，シ下品五5～2

：

－一拍－

20内外

25本内外



植　　物　　名

ばら科

へビイチゴ

せり科

ミ　ツノく

ツポクサ

セリ

マツパゼリ

たで科

オオイヌタデ

ツルソノく

ミズヒキ

ミゾソバ

ニワヤナギ

しそ科

シ’ソ

きようちくとう科

きょうちくとう

芽が出ているもの

植物名

せり科

ハマボウフウ

ツポクサ

さといも科

ムサシアブミ

しょうが科

ミ／ヨウガ

ツユクサ科

ヤプミヨウガ

い：わ精

一アシ

．
しく二∴一㌧・

ドニー11ダミ

株の棍もと

節の直下

根の上部

節の直下

根の切り口

節の直下

茎の節の直下

′

節の直下

桓

茎の節間のみ

ぞ，根

節間

場　　所

根の節

棍

球茎

茎

菜の下の茎

節の直下

本



植　　物　　名

きんほうげ科

キツネノポク∵′

場所皇希亨

‾‾‾－．・．・．・．・．’l‘‾’－‾‾－‾こ‾．‾‾‾l▼▼▼‾－‾－‾1．．．ll’－‾

比較的元気のよいもの

ドクダミムサシアブミミ4ウガキツネノボタンウマノ了シガタミツパツルソバ

ケカモノバツへピイチゴヤブラン’・ニワゼキγ＿≠ウコナスピカヤツリグサヨメナ

ユキノックノビルツバキヤツデイヌマキシソバナミ⇒ウガオオイヌクデ

イワタイゲキャブミ者ウガホトトキスソクシソランササユリノアザミノゲシ

オオバウマノスズクサアキノキリンソウバクサンボクネコハギヌスビトノ、ギモミ
アスパラガスカキドオシトクサギェロガヤツリオ∵／マサキマサキシャシャンポ

ハマゴウオニヤブソテツクマシダ”イノモトソウイヌガヤハマヒサカキメドハギ

べゴニヤ

まとめ：隈が出ているもの，芽が出てh手も▼の，・どちらも多年生草本，叉は，木本が多く，1年生

草本はほとんどない。 タデ科の植物は，1年生草本であるが，これらは，畑や田んぼにある

のを絞ってすてでも，なかなか枯れない。 根が強いのであろう。 この調査によっても，根が

非常に強いということ－がわかる。

叉，比較的元気のよい植物も，多年生草本や木本がほとんどである。

他校交換生物部誌解介（2）

しろだも1る（Nnl）（1965）神奈川県立小田原高等学校生物誌

生物交流16号（1963）17号（． 19る5）静岡県立浜松西高等学校生物クラブ

虫薄22号（19占5）25号（19占4）静岡県立掛川西高等学校生物部

生物の世界22号（て965）福岡県立修覿腐高等学校生物研究部

mSる号（19る5）鹿児島鼎立大島高等学校生物部

寒蘭創刊号（1955）鹿児島県立宮之城高等学校生物部

奇こう・l号（19る5）乾児島県立鶴丸高等学校生物部

も五五五封7号（19占5）鹿児島大学生物研究会
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升1回採集会1955年5月2日　（くもりのち雨）

金　峰　山

2年　田中墓義行　赤喝辰子　平下律子

コース：加世田発（8：38）→浦ノ右ノ、くス停（9：58－9：45）→山頂（12：15－

14：00）・→浦ノ名バス停（15：25）開放

参加者：佐方政男先生，福田晴夫先生，中巨那召徳，田中基行，竹中法生，森悦郎，前野英子，赤崎

慶子，志摩ムツ子，岩崎みつ子，平頼照子，長友伴干，平下律子（2年），東辻和行，崎

山惨，白尾広軌新醜二郎，竹下しづか，竹ノ碩子（1年）穂pも蝿

5月2日，前からの計画に従って生物部員金峰山採集旅行に出かける。 金峰山は標高占5ム5m

日置郡金峰町に横たわっている山である。

2日はゴ細ルデソウイークの升1日目，あすも休みとあっては自然にはずんでくるからおもしろ

いものである。金峰山尾下ノくス件に集合し，自転車とバイクで浦ノ名バス停に向かう。 空旺どんよ

りと負っている。しかし熱い太陽光緑を受け，汗をふきふき登るよりはましてある。 浦ノ名バス停

から登山しはじめる。 細h道を進んで行く。 もっぱら採集よりもおしゃべりの方に，比重がかかっ

ている。進んで行くと5mくらいの道路に出る。 そこが本当の登山口である。

皆，はウきって登って行く。 どうらんの中はまだ軽い。 曇っているせいかどうかは知らないがチ

ョウの姿は見うけられない。 植物の方ではアザミのかれん夜姿にちょくちょくお目にかかる。

砂岩でできたのだろうか。 ′、ンマーでたたくとすぐくずれてしまうような所を通る。

占合目あたりだったろうか。 オンツツジをみつける。 葉は菱形，ピンクの花が4りんぐらいかた

まって咲いている。美しい。 オン′ツツジの場所から18〝1－15mくらいの所でジャコウアゲハを

みつける。男子部員，まってましたとばかり網をもってヤブの中を追いかける。 残念査ことに，空

を飛ぶものが人間より早いとみえて，とりにがしたようである。 そこから20mくらい進んだ所に

腐った神社の鳥居がある。 そこで十分間休憩する。 双眼鏡で，桜島，開聞岳，野間岳の景色を夜が

める。美しい． ／海岸線は地図でみるようなカープを措いて松林の捻り空に映えた景色もまた情趣

深い。清少納言たら「松の緑いとをかし」とで‾もいったであろう。 出発，そこからは今までになか

ったような雑木林である。 まだ初夏であるから，若々しい緑の木の根もとの落某は自然にわたくし

どもの足を取る。金蛙山神社が見えてくる。 境内に荷物をおいてもう一息頂上めがけて登る。 鼠は

さえぎられるものがたいから我物顔にビュービューふいている。 寒Lへ。

記念撮影。 そこへ佐方先生と女生徒2人が手に，キンラン，ソクシソラン，ツルボランなどもつ

で到着。宕しによるとこの山はランの桔柿が豊富らしい㌧一諸に神社までおりた後，アカガシの音

弄して新芽がでつつある境内で昼食をとる。 その後，サツマアオイを手わけして享がす。 案外たく

さん考，ることに蛙あるが，栄養失語らしく花の姿はお巨にかかれを1°その付近に言，ハナイカダ
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、言Cリ上に花かくつつl、八でレさて，ちょうどイカダ流しとイカダのようである），ゴンズィ，フカガ

シ，イヌガシ，ヤマモガソたどが見うけられる。 r山の貝を耗簸。ノ山の員（陸産只）とは木の梶に付

着している貝のことである。岩浜でよくみうけられる岩に付着した三角のほそ長いそれみたい査も

のである。それらは加治宋音校の岩井先生宛てお送少しました。

そろそろ下山にかかる。
．
進むヤ否やサツマアオイの群をみつける。 幸いをことに花が咲いてLへる。

J

それらは皆温室に保存しました。 空は相変わりもせず祭っている。 まさに雨の降らんとする空模様

だ。，オンツツジの場所をすぎてから10閃ばかりの所に，ギソリヨウゾウをみつける。 銀白色で美

しいが，保存するとすぐ変色してしまう。 3m遺路に出るや否や降られる。 早く滞ノ名ノミス停に斎

かわだ．／小雨の車を急ぎ，浦ノ名でどうらんlリュック，その他を整理し，三角形の二辺を北と

南に解散。これで旅行結終ったが標本整理があUD重要な仕事である。 （平下）

昆虫採集記慮（田中茎行記録）

この記録は，種名，頭数，採集者の膵で記している。 採集者は，福田晴夫，田中基行，中即召億

をそれぞれ冨F，MT，ANと略す。 特に生見と記してあるものは，採集後のミスによタ採集者

不明のものである。なおこの記録を書くにあたり，甲虫の同定をして戴いた竹村芳夫氏（虎児島昆

虫同好会）に厚く御礼申し上げる。

鱗萎層

云esperi土dac七セリチョウ科

1・ChoaspeSもenja血n土ijaponlca′姐lrrayアオパセセリ（1ex．，目撃，王貯）

手塩piユ10nidaeアゲハチョウ科

2・抱pilioxはthlS工Jinneアゲハ（1ex． 目撃，HF）

5・印’aS払alcinousKlugジャコウアゲノ、（数頭目撃，部員）

Pieridaeシ′ロチョウ科

Ll・PierisrapaecrucivoraBOis血1Vaユモンシロチョウ（数頭目攣，部員）

工yCaenldaeシジミチョウ科

5・Everesargiades． h（うilGtiaMen〔沌ric三百ツバメシジミ（数頚目撃，部員）

Sa． tyrld且e

5・篭〕thi拙ノarglユSBユ七1Cテrヒメウラナミジヤノメ（数頭目撃，部員）

斡蒐眉

CarablCLa色オサムシ担

え無上C－tOIユ0離ertlSdくうhEaniiC加dolrオオオサムシ（1C〕芸． 「Å封）
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Scaノrabaeid＿餌○コガネムツ科

8言文草1ia． modreIユS． Wateナhc揖ぷeクコ了シナガコカノ千・日exs‥HT）

受Ano正治′1aoctieSCOStata，討ユmeistrヒラメアオコガネぐうexs．，王手F）

1nIkpponoval酔1San掛1Sticollis蘭三Lt∈庁’houseヒラメハナムダリ

（2exs．，王iy）

11．ProtaeiaユenziHaroユ且キヨウトアオノ、ナムグリ

12・○革yCetOnauCl王ndaFal且ermanコアオハナムダリ

王℃ilOdactァ1i且aeナか、ナノミ科

13・王甑raユicha6m1gOエ11a，e工」eWIsヒゴヒゲナか、ナノミ

（1ex．，I．ヱT）

（1ex、∴星T）

（1cx．，部員）

（1ex．，丑．・仁T）

訊坤reStid且eクマムツ科

14・TracI耶auf土colユis乱Saund． ersクズノチビクマムツ（3exs．，HF）

丑1aterid且eコメムキムシ科

15・D01erOSOmlSgraC土ユisCand＿eZeキバネホソコメッキ（1ex．，HF）

Ca′ntharid且eジョウカイボン科

1占．A七hemユSVl七elユirMユSKiesenwe七七er七がこ′ジヨウカイ（1ex‥MT）

77二R、Oth〔汀ⅧユSCitlSianu］Kiesenwet七erマルムネジヨウカイ（1ex‥MT）

Eroちアユid＿aeオオキノコムツ科

18・句碑SCaやha：mOra・Vit2止． SoIs卸タイショウオオキノコムシ（9exs‥賓F）

Coccineユユidaeテン1トウムシ科

1貸鞄ilaclmavlglntioctOpmCtaノta暫abric土usニジュウヤホシテントウ

（3exs．，MT）

20・HarTI氾nlaa・野ridlsf包11asナナホシテントウ（4ex已・，畏T）

Tenet）rioni＿daeゴミムツダマシ科

21．Bol土七〇Ⅹenu＿Steユ1icoSuS工」eV止Sコブスジツノゴミムシグマシ

（7exs．，EF）

（2exs． ∴MT）

（るexs‥票員）

Scraて）tild且e　ハナノミダマシ科

22・Anaspユ・S mr白euユ土Cslklクロフナガタノ、ナノミ （占exs．，HF）

（1chX‥最T）

工eユ01d且Cツチ／、：／ミヨウ科

25・MelC将Cl⊃arCl：a†硯S二心tsc＿也11〔ミ短「ヒメツナハンミョウ（1ex‥HF）
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Cer叫Cldaeカミキリムシ科

24・革epmra・arCuata・馳nZCrツマグロノ、ナカミキリ（1ex・・MT）

25・mrrRlricermstemminckiiGucrin4Aenevilユ5ベニカミキリ

▼（1ex．，MT）

Chrysomllidaeノ、ムツ科

26．0relaaurichalcea． Mannerheinヨモギハムシ（Zc；ⅩS．，MT）

2ZGonloctena，rubrepenni。 Baユy－フジハムシ（1ex‥部員）

28・AulacophoranigripennsMotschnlskyクロウリハムシ（1ex・． HF）

（9exs．，MT）

（1ex．． 部員）

2鼠馳r土deaangユユicolliSMots加ユS卸アトポッハムシ（2exs・，HF）

（1（∋Ⅹ‥MT）

30・AlticacyaneaWet）erカミナリハムシ（15exs・∴MT）

（1exり部員）

●

網球目

恥土laI坤ridaeマグラゴキブリ科

51・（わisthoplatia・OrientaユisBnrH治isterサツマゴキブリ（2exsり部員）

Bユatteユlidaeチノくネゴキブリ科

52・仇IyChostyluspaユlidloユusSh土ra． klウスヒラタゴキブリ（4exs．，Hの

半超月

Coreidae　へリカメムツ科

35・野aia・OpaCa t肋ユer　ツマキヘリカメムツ （1ex‥部員）

双成目

Asll土daeムシヒキアブ科

54・NeoitamはSangtlSticornistcewマガリケムツヒキ（1ex． ∴EF）

植物：トウゲヒバフユノバワラビアキカラマツムサシ㍉アブミハナミヨクガナギラン

キン／ランソクシンランサルトリイバラアオスダチチコクサヤマモガシ

シログモハナイカダ了二ウガシコウゾヤマグワオオイクビイヌガシ

オンツツジガマズマユゴンズイヤマザクラサカキカズラユズリパ

オオイうどエペT∵∵ノノアシ去り三ノアザミサツマアオイナガバクチッポスミレ

㌻ノマイー‾トモリヤて：’‾イミヤマトベラヒメハギ（赤碕）
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升2回採裏金　19る5年7月25日（冒）快晴

久　志　採　寝　会

2年　赤埼日子　　1年　竹ノ内日子

吉元　成子
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0参加者　佐方敏男先生　福田晴夫先生

＼一・・・一　‾l、＼、

∴

3年迫田裕子

2年中田昭稔日中基行竹中法生森悦郎赤碕慶子志摩ムツ子平下律子

平瀬照子前野英子

1年崎山修東辻和行大国裕子竹ノ内慶子吉元成子

4㍍

C〉コーー・．ス

加世田発（占：48）汽車→加世田市上津翼着（7：56）徒歩→坊津町久志君（12：

30～5：27）バス一一枚晴着（4：55－5：13）汽単一－加世田賢茹（占：00）

朝七時，一同は車内でそろった。みんなうれしそうである。思い思いに，むきこわらをかぶった

ク，本を読んだりしている。

洋貫に着いた。ここで私達のべんとうや，水筒をリツクサックにつめ，男子部員が背負う。

きろ．／久志に出発。佐方先生を先頭に，青く・晴れわたった空をたがめをがら，私達檀久志に商

った占私達一年生に初協ての賃宗全で，うれしさのあまク，20K皿以上の山走もちっとも苦拝と

轄思わなかった。泣ヰ山の上から人家を見おろし，遠く紆轟々を桑がめると，たかまち私達の心

H∴ナナんた。ごまだ牲章の名詩を知らた可霊室て，性方先生に数えでノつたたいてい，そr′、名前をロ

ナさてしたかC1毒ヤ∵七時帯億歩1たら，京子一郎員の苦卓藍汗でジつしエ信ノックをきつそう
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に背負っている。それでも黙って昆虫を捕えたり，草花を摘んだりしている。 私達は代ってあげよ

うとさえ思った。

一一割も早く久志に斎きた亨のあまり，誰かが，「どこか近道は夜いかなる。」と盲う。

ちょうど：むこうから，、かじさんが来られる。
．
「久恵まで，どこか近道はありませんか。 つ」とたずね

ると，．教えで下まった。だれか沸凄んだ。 言われたとおり進んで行ったら，険しい下り坂ばかりで，

後には行き止まりになってしまった。 私達はまちがってしまったのである。

皆むっつりをってしまった。あの岩を登らなければならないのである。 その時うぐいすの声を開い

て，皆の顔もほころんだ。やっぱり生物部員である。 教をひきかえすとき，先生が，「急がば回わ

れだね。」とおっしゃった。皆ひしひしと，その事を感じたようであった。

久志についた。湾内は淡は穏やかで，海の青さが印象的であった。 たまこヤウニ等がたくさんいて

自然の水族館を思わせた。こんな時生物部員であってよかったと思う。 （竹之内・畜元）

植物の分布（赤崎慶子記録）

（多）は特に多かったもの（花・実）はその時期であったと▼とを示す。

ElA：ツユクサ（紫の花）ヒメヒオウギスイセン（赤の花）サザンカオオムラサキシキ

ブクケニグサヨメナノ、ナタデセリソバセンニンノウ（白の花）アキノダ

ムラノウ（多）ミツバゼリIコロ（早さ呆株花）

B：コシダワラビウラジロウシノシツベイネザサオテイチクアカメカシワ

ノ、ゼヤマモモクロキイヌザノショウナワシログミタラノキヌルデシログ

モ，クサギバクサンボク（実）コノてンモチアキグミカン∵コノキキブシ

ホノバイヌビワエゴノキゴン∵デイ（赤の契）ポロがコノキカナクギノキオオ

ムラサキシキプガマズミ（花，赤の実）ホウロクイチゴハマヒサカキヒサカキ

マルパパギネコノ、ギツルワメモドキヒメクズニピズルノブドウナノニアジ

アオツゾラフジツノL－グミネズミモチミツバアケビポンチソカハマ．
クナキ
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べニノくナ丁】ごロギク（花）オトギリソウクマノミズキ（実）

C：ツユクサ（多・紫の花）ベニパナポロギク（花）ネムノキ・． オイランアザミ

D：ホシダホソノくイヌビワイヌビワマルバウヅギポロポロノキムラサキシキブ

カラスザンショウカエデドコロへクソカズラツルソノくノアズキャブマメ

ヒメムカシヨモギツワブキヌスビトハギヒヨドリノくナキンミズヒキャパズソ

ウゲンノショウコリンドウ（紫の花）

E：ヒトツバ（多）カクヒノくキツネガヤヤマイヒメアプラススキホテイチク

イグサネジバナイチイガシサメツツジマルバ了オダモイワガラミニオイイ

パラキハギクズヤマムグラミゾカクシ．． アカバナウマノミソバビン㌧ドゥカ

ズラノ、ママンネングサオトコヨモギヤマハツカハマクサギ

回A：ヒメヒオウギチイセン． （多・赤の花）ニガキヤブム妄サキアカミノヤブガラシ

ノブドウへクソカゾラダイコンソウセキショウ

B：ヒトソバダソチクササキビカンナ（赤の花）クマクケラ／（花）オオエノコ

ログサヨう／クケ（ク∵／チク）ダプノキ（実）ホソバクプノキヤマビワオンツ

ツジアラカシクロキ（笑）ノくクチノキヤブツバキエゴノキギヨポク

オオイクビシラクマカズラ（白¢莫）クイミン′タチバナアオギリクチナシ

シャシヤ／ポヒメイクビカズラクズクマノギク（黄の花）ノアサガオツルソ
ノヽ

匡1ヒけバコソダハマホラツノブクロマツケカモノハシトキワススキカノコ

ユリグソチクハチジョウススキヒエノ、マサルトリイノくラマルノくッユクサ

シャリンバイトベラオオバグサマサキオオイクビ了カメガツワサンゴジュ

ヤマモモクプノキハマビワカン′コノキカラスザソショウハマヒサカキ

カエクサオニシノくギヨウギシバネズミモチへクソカズラノ、イイパラノブド

ウナツフジツタカラスウリエビズルメドノ、ギオイランアザミヤハズゾウ

クマノギク（黄の花）ツボクサヒメブヨオンポクンボウフウイノコメチ

ツルソバツワズキハマクサギハマナクマメ（花）エノキグサクサニワトコ

イヌガラソ

植物採集品

クマシダ　ヒトソバ　コモチック∴　コシダ　アキカラマツ　ヒメヤブラススキ　キツネ

ガヤ　ソクシソラン　キンラン　オニユリ　コオニユリ　ノ、マサルトリイパラ　サルト

リイパラ　ヤマカモジグサ　オテイチク　チゴザサ　トキワススキ　キン∵ニノニ三T∵

クにキ　オンツツジ　キブシ　マルノくウツギ　ヤブムラサキ　ニオイイノて　　71ノ・ア

シワ　ツルウメモドキ　ガマズミ　　グプノキ　シログ苛三　バクチ！ 千． 三一十ク！’ノ十

エノキ　クマノミズキ　イワガラミ　　ヒナカキ　アオグモ　イヌジンシ　ーン　　二、▼7、′′ル

ー17　一一



シラクでカズラ　フウトウカズラ　キハギ　メドハギ　ヨメナ　ベニパナポロギク

ミノナオシ　オトコヨモギ　サクラマンテマ　グイミン′タチバナ　セン′ここ：／ソウ

オニドコロ　カナピキノウ　クケニグサ　イクビカズラ　キンミズヒキ

ハママンネングサ　ゲンノショウコ　イヌガンピ（コガンピ）　オトギリソウ

オミナエシ′．スミレ　ヤマムグラ　ウマノミソバ・

昆虫採長記録（田中茎行記録）

この記録法，種名，採集地，頭数の順で記している。採集者は，省略する。採集地軋上溶質一

頂開山登山口，登山口～久志をそれぞれ，浮，久と略す。種名の配列順序，学名および和名は，原

色昆虫大図鑑，－Ⅲ，Ⅲ（北隆館）絶従った。目撃頭数は・（≠：督，＋：少）セ示した。

鱗を日

干坤1110niAaeアゲハチョウ科

1・Gra′phiumSarped＿OnnlppOnuHlFmhヨtOrf． er了オスジアゲハ

（1ex．，津）（≠，久）

2・mp土1ioxはthはShinneアゲハ（3exs・，津）（1ex・，久）

5・砂asaaユC土nolユSKmgジャコウアゲノ、（1ex‥津）（廿，久）

4・功．再1土OprOtenord＿eI肥trilユSCra皿erクロアゲハ（＋，津・久）

5・和上ユ10∬陪汀mOnthlnbergl土ⅤOnSleも0ld． ナガサキア少、（＋，津・久）

6・臨piliohelenuぷnicconic01ensButlerモソキアゲバ（＋，津・久）

P土eridaeシロチョウ科）

ZEmremheea． 加mdarinade工0rZaキチョウ（1ex．． 障）

（るexs．，久）

8・王ieri∈〕rapaOemClvora王30isdnvalモンシロチョウ（＋，韓・久）

tFCaenidaeシ′ジミチョウ科

受I叩ides的eticusも出1neウラナミシジミ（廿，控・久）

10・ZlzeoriaⅡ胎． kaarg土aMenetriesヤマトシジミ（＋，淳・久）

1寸罪Iphaユid．aeタテハチョウ科

目・Argyrou正和erbllユ8． も土nneツマグロヒョウモン（2exsり淳）（1ex・，久）

12・Neptisacerisln七ermedユaW・B・Pryerコミスジ（＋，久1

1・foユYだCniaC・－一塁＿．ほrenm⊥1nne－キクテハ（＋，韓。 久）

14・VEm畑封封もindic畠．fbTbstアカタテハ（1ex．，久）

Sa． ‘iニ1TlC1．‡ユ．eジヤノメチョウ科・

15・TT二lて註⊥1γ瓜と汀澤は二虹皇∬rヒメウラナミジヤノメ（5e王6．，浮）（2exsり久）

・一　コ8　－



帝遺昌

Cicind＿elid＿a月　ハンミョウ科

16・Cicln且ela yuasai Nakane　シ′ロへリノ、ンミヨウ （11exs．，久）

叫re∈；ti且aeクマムシ科

17封ipponob二申reStisaJ膠． biユiSSnellenvanVollenhoven

アオマグラグマムシ（1ex．，久）

Cer咄Ci（iaeカミキリムツ科

18・Batoceralineolata． Chevrolatッロスジカミキリ（2exs．，久）

輯輪日

Agrlonl且aeイトトンボ科

1鼠AciagrionhiE；OpaSelyホソイトトンボ（1ex．，淳）（1ex．，久）

20・CeriagrionⅡelanumSelysキイトトンボ（1ex． ∴醇）（2exs．，久）

（廿，久）

CaユOpterァカワトンボ科

21・CalopteTyXatrataSelysバグロイトト／ポ

Aeschni且aeヤンマ科

22・nanaeSC加laヱ止lneiSelysミルソヤンマ

工止もelluユi且8月トンボ科

（1ex．，久）

（1ex＿，淫）

23・Orthetrumalb土StアユImSpeCioslユnⅦ止erシオカラトンボ（2exS・，久）

24・Sy甲PetTumStriola血1tmitOid＿e∈；Bartenefタイ． リクアカネ

（2exs．，久）

25・蜘etn皿freq． 1遁nSSelysアキアカネ（1ex・，淳）（4e∑Sり久）

直遠目

工βClユStld凰eノくツタ科

2AChortipI氾Sユatipenr止SBOユivarヒロバネノミック（1ex・，淳）

2ZAiolopl1Stam1はS甘abric土usマダラバツタ（1ex・，久）

28・0耳yajaponicaWllleInSeコバネイナゴ（1ex・，久）

半項目

cc）reid＿aeへリカメムツ科

29・he手てOCOrlxacorl⊃ettiChirlaクモへりカメムシ

〔jicadoi且ea′セミ科

（1ex．，津）

うし…・詩ユterprLOSiachlbensis地・捷l北氾r：二． ヒメノ、ルゼミ（1eニりク・）

－59－



・こ・．二！「j

Asilldaeムシ′ヒキアブ科

5‘r・AstOChiavirga・tipesCoqu＿illetトラフムシヒキ（1ex・，久）

32・froェ凪Chは〕yeSOniclユS王兄gotシづ「ヤアブ（1ex・，津）

慎重凋

Scoliidae　ヅチノくチ科

55． Scolia fascinata Smlth　アカスジツチバチ （1ex．，久）

Vbspid且eスズメバチ科

54∴R且istesjaI）OniclユSSmssureヤマトアシナガパチ（1ex．，久）

35．迅∬肥neS且ecorataSmlthスズバチ（1ex一，津）

モbIrpilidaeベツコウバチ科

56・CryptocheilussugiharaiUchid－a・・スギバラベツコウ（1ex・，久）

箪血ecid＿aeジガパチ科

57Amn30Philasa肋10SainfestaSmithジガバチ（1ex・，津）

58・SceliphroninflexLmSicknannルリジガバチ（1ex・，浮）

Ap土daeミツバチ科

39ⅩylocopaaH凪menSisSonanアシグロセスジロクマバチ（1ex・，久）

鳥租記録（中田昭穂記録）

‘採集中，きいた鳥の声より判定したもの。 すべて浮箕から磯聞山登山ロへかけてのコースでき

いたもの。

ホオソロ，ウグイス，コジュケィ，ヒヨドリ

ー郁　－



牙5回採覧会19る5年18月5日快晴

正円ノ池採集会

2年平瀬照子赤崎良子中田昭梧

0コーース

加世田発（8：18）吹上浜駅（8：48）正円池北岸西岸（中食12：00

～13：50）まつま湖（1d：38）加世田

0参加者福田晴夫先生

2年：竹中法生田中基行中田昭征森順郎赤時慶子平瀬照子前野英子

1年：東辻和行・吉元成子相加一山布山碩

8時18分加世田駅を出発。 目的地正円ノ池に向う。 途中，阿多，田布施から乗串してくる部員

もあって，だんだんにぎやかになってくる。 高に尽きた． ころ，外の景色に日を奪われてくる。

鉄道づたいの田んぼには，収穫を目の前にした督，広々としたサツマイ朝田が広がっている。

土手づたいにに，オミナエツがちらほら。

約30分ぐらいして，吹上浜駅に着く。 それより徒歩で10分，砂地の道を北東へと歩いて目的

地に到着。池のまわり蛙小高い山が，狭っていて，谷間の所に水がたせっ‘たという感じ。

池の汁一印象は，赤紫色をした水草が，いちめんに浮んでいた事。 後で，先生の話しでヒシであ

ることがわかった。男子部員が附近の家から舟を借りて，池の中央に芯て，27乃ほどもあるヒシを

取二つで来た。水の深さ30C叫ほどの所に，うす赤紫色の種物が生育，なにもわからたいので，学校

に帰ってから，くわしく調べることにした。 ミズオオバコであった。 しばらくして，黄色のかわい

らしい花を見つけた。最初は，ヒシの花か夜と思・っていたが，先生の話しでミカワタヌキモの花で

奉ることを知った。ヒシの水中の茎の部分には，クヌキモが全盛を誘っているような形であった。

池に対して，北東へと進むにつれて，湿地帯となる。 せっかく，きれいに洗ってきたくつも，びし

ょびしょになってしまった。じめじめした所は，さまざ填竜郷のカヤツリグサと，普通の場所で

は見られないほどの，大きなホテアオイが沢山みられた。 帰りがけに澄んだ水たまりで，足やくつ

を洗っている時に，男子部負の一人が，ゴイサギをつかまえた。 昼食の場所へと急ぐ途中に，男子

部員はクイワンウチワヤ／了をとる事に夢中にたったが，とうとう，苦労のかいあって2匹つかま

える事ができた。話が後になってしまったが，山の榛斜面には，ナ／ノくソギセルが沢山見られた

が，その割にススキは少いように思われた。 昼食後，予定していた薩拝湖へ向う。 防砂林兼防風林

の松林，浜によく見られるハマゴウなどの生育している砂地を通った。 薩樺湖でに主に水音つ採室。

それに，ソガの採集であった。 湖のいちばん預腺腫誰と，ノ、スか生育。皆が挨左に夢中にブーつてiハ

る時，三年生C）迫田さんに会った。迫田さんのその日瑚叉樗鳥，サツマニシキ（軌）だと，言う亨

であった。それから，別れて，一行は汽辛で掃える葦借をためた。 そr二ノ呂の収私てまた、たちたった

が，楽しレ1採鎧旅行だった。（平幕）一hl一



（昆虫採錆品）　（）内は採長個体数誉

塙蛤目

イトトンボ科

qキイトトンボ（1）Ceria． grionmeユ． am㍊umSelys

Oアジアイトトンが（多し）工SC加ra． arlaノtica，BraⅡer

Oアオモ／イトトンボ（多し）工SChnurasenegaleRaJhtur

0リユウキユウベェイートト／ポ（1）Ceriagr土Onlaterleilユn工Aeftinck

サナエトンボ科

0タイワンウチワヤンマ（2）工ctirmsperもinaxSelyS

トンボ科

0マイコアカネ（ム）SコmpetrはmkunckeliSelys

Oシオカラト／ポ（2）OrthetrLlmaユbistyltmspeciosumUhler

Oオオシオカラトンボ（2）OrthetrumtriaI唱ulare．

melaniaSely73

燐項目

セセリチョウ科

○キマダラセセリ（1）丑ノtantha．
sfユaVumMnrT：ay

Oイチモンジ七ヤツ（3）f包rnaraguttataBremeretGrey‘

アゲハチョウ科

0キアゲハ（1）翫ilioma．
cI迫OnhippocrateSC・etR． 晋eユ且er

Oアゲハ（2）fbp土1土○Ⅹlユ血Sも土nne

シ′ロチョウ科

○モン∵／ロチョウ（3）王ieri〔；rapaeCurCivora王301sduval

Oツマグロキチョウ（7）皿Iremala′etabethesもaJans‘on

Oキチヨーウ（1）五mreImhecabeTnJrld＿arinad．

e＝Orza

oスジグロシロチョウ（1）Pieris，meleteユ鹿netrles

クテノ、チョウ科

○ツマグロヒョウモ／（2．
）ArgrrelえS王Wp？ rbiuslinne

oコミスジ（2）封eptisacer与S． 土nterm姐aW・事・nyer

ジヤノメチョウ科

0ヒメウラナミジヤノメ（5）Ypthlェ遜． argⅦヨ王妃七ler

Oヒメジャノメ（2）i・、軒CaユesIsgotamfuユglnlaFruhstcノrfer

シジミチョウ科

。
タラナミシジミ（1）工且町1∩＿eSboeti． clユ巳もijユne

ト音喜黒抽選正昌

ツチバチ科

－62－



○オオモノッチノ． 干チ（1）Scol土aJapOnlca′Smith

oコモンツチパテ（1つぅscolia，hlsもrionica甘a加・icilユS

．
・ジガパチ科

0クロアナパチ（2）Sphexargentatusn1T迫SlユSMocsary

直遠目

バック科

0トノサマバッタ（1）工カCuSta・Ⅱ止gra′おOrlalinne，由laSissolltarla

カマキリ科

0カマキリ（1）fbratenod＿eraangaStipennisd． eSaussure

半週目異瑠蛋白

へリカメムシ科

0ホオズキカメムツ（2）Acanthocorissordidnsnnnberg

（不明）解題日

ソヤクガ科のもの1匹

今回の採鎧会における昆虫〇採錠目的は，主にトンボ類を追いかけることにあり，上の棟をもの

を採提しせした。朝10時ごろまでは小塾のイトトンボ難が多く，暖かくなるにつれて大型トンボ

も現れ始めました。水面上にはタイワンウチワヤンマヤギンヤンマなども多く飛んでい受したが，

やっとのことでタイワンウチワヤンマ2匹を採集できました。 （中田）

植物：ミズヒキクマシダヒトヅバホテイアオイアシササキビキンエノコロハイ

キビクロクマガヤツリソクシソランミズハナビオニガヤツリイガガヤツリ

イガタサコバノウシノシツペイカツワゴンズィ． ガスズミテイカカズラハマ

ゴウムラサキシキブヨをギアキノグムラノウヤマニガナヤクシソウシラヤ

マギクアキノノダシヨメナヒメムカシヨモギヤマヒヨドリパナコウゾリナ

ヤハズソウクサネムヌスビトノ、ギクズヌマダイコン・・ヤブマメソマニッキノ

ウアカネナガエノアクバムグ・ラヘクソカズラミカワタヌキモシテカワボウフ

ウオトコニシシバハギメドハギオオバヌスピトバギナンノくンギセルマルパ

パギ（ミヤギハギ）（赤疇）

他校交換生魯梅問詰（5）

天白浴12号（．1964）15号（19る5）沖村帯尋高校巷骨タラゾ

一一63－



1965年隊文化祭反省

0ウサギの解剖

0発光ノくクテリヤの培養実験

0カエルの筋収縮およびその心技の持動実験

0ペーパークロマトグラフについて

0コウ母菌の呼吸

0血流・血球の観察実験

0ヒメウラナミジヤノメの変異

○エビの体色変化

0トウモロコゾのキセエア実験と結実状態調査

2年中田昭徳

0新川海岸生物群鎧調査報告

0あふちの生物学

0各採集会どとの採集魔物の展示

0昆虫靡本の展示

0他校生物部語の紹介

0チョウのリン粉転写○スライド

0葉脈標本の販売

0血圧測定

今回は大文化祭とあって，2教室を使用して以上のような実抜e展示を行いました。 実絶つほう

は，文化祭用に短期間で準備されたも（つて，そのうち「発光バクテリヤの培養実験」「カエルの心

投の蒋動実扶」は失敗しました。しかし前者は，文化祭後数回実験を行い，成功しています． 〕また，

長期間の調査を必要とする「ヒメウラナミジヤノメの変異」と「トウをロコシのキセエア実験と結

実状態調査」は，もつかのところ調査中でしたので，’その一部分しか発表しませんでした。展示品

では，各採集ととの採集植物を「商連の植物」として展示しました。昆虫標本は，それまでの標本

を整理し，それに福田先生の沖縄の昆虫標本やアリモドキゾウムシも展示し，チョウ拝は，加世田

市附近のチョウ・昌平による外観の比較・季節塾の比校などに分窺しました。そのほかに，生物部

の感じを出すために，生きたクテノ、モドキと，温室にあった植物を教室のあちこちに置きました。

「ウサギの解剖」は見る人が多くてよレYでしたが，この実験はもう少し広い場所があったらと思わ

れました。またスライドも上映しましたがあまりうまくいきませんでした。 夜か，各々の実験につ

いてはやった人が次頁から顆に書いています。

くハチの恩返し＞

“今昔物語”に次○ような話がを）る。昔ある心のやさしい人がミツノくチを飼っていたが，

彼はパテをとよたく愛し，自分の晩酌から，少しずつさいでは酒をハチに与えていた。 とこ

ろがあるときそ〇人は山で矧におそわれるの危機にひんした。彼は逃げながら“オーイ〃’’

と大声で人をよげわった。，するとどうでしよう。その声に応ずるかのように一団のノ、チが忽

告こちらわれ，蝕にどっとかそいかかカ，みるみる賊を刺し殺してしまった・・…・という。

ヾノノくチフバ声をたし・二一七豆－どうフト圧し！・烹らくおいて，情を施せば虫ケラの如きもその恩を

ずる…・‥亡1、二誉誉‾・㌣1千二人再点く訴えたものであろうか。「瀞昆虫」より
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ペーパークロマトグラフ

2年1組赤時良子志奮ム、ソ子

“クロム”とは色の意味，そして“グラフ’つ受書くまたは記録の意味である。 ろ鮫がよく水分

を吸い上げることを利用して，植物の色素を白紙の上で分誼させることを試みた。

薬品：メチルアルコールトルエン． アセトン氷酢酸塩酸

器具：メスシリンダー（200qニ）コルク栓ろ紙三角フラスコ

グラフの作り方

rl）材料をすりつぶしメチルアルコール：了セトン空＝5：1の混合液20（℃に入れるe

材料は色素体をもつでいるが，水に溶けるものと，溶け夜いものとがある，それによって展開

剤が異なるが，違いは次の回IOとうりであるG

図I（内容には全て材料として使ったものをあげた。 ）

色　 素　 体 内　　　　　　 容 展　　 開　　 部

i 葉 緑 体 l
ホウレ∵／ソウ・クロ－バ－・ダイコンの

葉 ・白菜 （緑葉 ）
1

！ 水に馴 帥

I
l
i トルエン 2 0 は

！

有　 色　 体 員 ヵ／の皮 ・ニンジ㌧／・キク （黄 ）

マリーゴール ド

アントシーア バラ（赤 ）・ダリヤ （紫 ）・コリウス
l 水に掛ける

ここン’ i
lサルビア ．ルリアザ ミ

氷酢酸 ：塩酸 ：水 t

j
l　 3 ： 1 ：8　 2 は

：、、．
t

国力クロー㍉バー（三省堂「生物」）A′クローバー王ハ

…一65－・
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（掲丑の良、捌云稟校の結射こ蕗）

化「困Iで示した株に，水に溶ける、ものと，脚ナたいものとに分け，展開剤を20∝ずつ武離；に

注ぐ。 幅2cmの長さ25ぐれのろ紙の下端から＿4cmの所に毛細管で（1）の試料液をつけて・この

試験管の中の液に下端をつける。

上部の口は，きつく栓をする。

（3j2－5時間後，試験管のろ紙を聴力出し乾燥させる。

結果

1． クローバー・ホウレ∵／ソ．クの葉拉素が一番よく分窪する。

2，． バラ．コリウスは強い赤色を呈して，他と区別できる程には分醤しない。

3． ダイコ／の葉・ミカンの皮が，ほとんどカロチン・キサ／トフィルーを示さない0

4． クローバー・ホウレンソウの色素は，はっきりしているがバラ・コリウスの色素名軋推

定してつけた。

5・鋸細が二種しかないので，エソアン・キクの黄色の色素・ルリアザミの紫の色素を・分

諾させることができなかったのだろう。

血　流　の　観　察

2年　森服郎　1年　書留耕造　袋辻和行

文化祭当日，多勢の人達にカエルのミズカキの血流状態を見てもらい，そのかたわら，血流につ

いての祝祭を進めていきました。観察は理科実験図解大事典血液の項にほほ従い，満足すべき結果

とまではいかをくとも，初期の目的であった‘‘まず血流をこの目で碇かめる”という事だけは成就

できました。

観察の途中でc反省すべき点についてあげてみると次のようになります云ミズカキの弱化が早く

てたくさんのカエルを浪費してしまったこと。 ここで考えられるのは一匹のカエルをいかに有効に

使うかです。参考書にも載っていましたが，有効なカエルの使用法をあげてみると，一つにはミズ

カキの他に内姑を解剖しそこで姉匂血流状態を調べる，二つには同様に小腸を聴力出し，勝間猿の

血流状態を調べるということなどが考えられます。

次に祝祭の結束にふれると，一口にいって，皆不馴れで，血流を麓かめるのが精一杯でした。 ，だ

から招かい所まで私行卒ず，こんどの筑察はこれから研究を進める上での土台になったといった方

がレ1ハと聖ハます。今ただ気にたるの浩，劫脈，静脈0血流の相違を実際匿経かめることができな

▼－∴）！′三ろうかと1．－・ウことです。静かにゆるやかに流れる静脈血流，緩急に流れる動脈血流，それ

牛工詳苦く籠零して誉で・・こ1てみたiノー一，それが今の気持ちです。

、イご，互千早三r‘‘二ノr▼‾‥ナ・き，圭拝芋等圭一一Jl立木享真一（監仏．崗甘梁上熔封鮎
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発光バクテリ　アの培養

2年　前野菜子　平瀬照子　長友伴子

動斑と目的…………1年の時，発光ノてクテリアの事をちょっと習い自分たちでこれを純粋培養して

みようと思いたち，昨年の秋頃し始めたが途中で失敗してしまう走。 是非成功し

たいと思ったし． 発光バクテリアの生態をもつとよく知りたかったので，手をつ

けた1

発光ノくクテリア……細菌の中で発光物質を含有しているものを，発光綿菌としへう。

現在，知られている発光細菌は約70種ほどで，ほとんどが海水産。

叉との細菌は塩分を好むという事だ。 （海水蕗に多いというのは，この理由で

あろうか。 ）

実験用具ビーカー…1個〔2g入り〕ベトリザラ…（5個）かきまぜ棒…（1本）

用敵‥（5枚）培養液…（作り方は下に示す）アルコールランプ‥・（1個）

白金結（1本）

培養基の作り方

1）ゼラチン培養基2）鶏卵培養基

水…・…‥…・・…・＝－‥・1g鶏卵…大1個

ゼラチン・‥・‥‥・140才5％食塩水…100は

食塩…・…・・30才

けずり節・……・・3才

グリセリン・・・…5才

リン酸ニカリウム1才

硫酸マグネシウム1才

1）は雄の水にけずウ師を入れて煮立てて，後の薬品を入れて，

3）寒天培養基

永日…・・‥‥‥・・……1ど

寒　天　粉　末・‥30才

食　　　　塩……30才

グリセリン・…・・　5伊

ペ　プ　ト　ン・‥　5才

リン酸ニカリウム　1才

硫酸マグネシウム　1矛

先に病毒しそあうたべトリ皿

に厚さ1C璃射こ入れる。（ペトリ皿を紙でせいて，蒸し器で消毒する）

それから，蒸し酎こ入れて消毒する。
（湯晶っようになってから入れ，5〇分ぐらい蒸す。

）

2）3）は1）のけず少節のだし汁を除いた方法と，同じ方法で作る。

培養基層ゼラチンでも鶏卵でもよいが，いつも弱アルカリ（phZ2－Z5）にする0たが，たん

とレ∵つても通鼠に保つ事と，空気中の雑菌に犯されない事が大切である．1

（温度匠約1〇℃くらい）

籠工てたければ，この細菌は温度か轟くなる（′こつれて，鮭○’葦に紀宝二子してくん

－67　－



上達リヤつた頂序

22／x…‥イカを買ってくる′ノ（雑師つ多いようなイカ，1度洗われたようなイカは避ける）

ビーカーに入れで流し台におく。 （低温10℃くらいの所に置く，冷蔵庫ならもつ

とよい。 さイー2相後，1ヵd状態をしらペる。 もし，光がでていたら，それを培養基

にうつす。 ）

23／Ⅹ・…‥軌見るとイカが青白くう’已っていた。

放魂後，ゼラチン培養基を作って，なるべく空気中の細菌が入らないように，バク

テリ‘ァを移す。 液培養に移殖したら，大変きれいに光った。 移殖する際は，白金預を

使い，アルコールランプで熱して消毒する。 あまり温度が高すぎてもいけない。 （菌

を殺すことになるから）

24／Ⅹ……午前中，’昨日の培養基を調べてみたが，・全然光ってh夜かった。 既因は不明（空気

中の雑菌汚染によるか？ 栄養価が低いか？ ）

25／Ⅹ・…・・イカを買ってくる。

2る／Ⅹ・＝‥・前日ののは光らなかった。また，買ってくる。 、．

27／Ⅹ・‥‥・よく光っている。亨つそくゼラチ／培養基に移靖。

（栄養価を高くするために，ゼラチン培養液に使うけずり釦のだし汁を充分に煮立

てて作った。 ）

28／X・…‥昨日の培養基を調べたが，だめだった。 そこでまたイカを買う。

29／Ⅹ‥・…こんどは鶏卵培養基に移拒することにした。 昨日のイカよりバクテリアを移植。

30／Ⅹ…‥・鶏卵培養基にわずかではあるが光っている。 ・ここでゼラチン培養基に移す。

51／X・…‥せっかく鶏卵培養基までは成功したのに，ゼラチン培養基に移してからは光ってい

なかった。 失敗の原因はよくわからない。

今回はこれで一応打ち切って，もつと温度が低くなってからすることにした。

21／氾・…‥だいぶ寒くなってきたので，バクテリアの繁殖に適当与頃だと思って，放課後イカ

を買う。
J

22／′知…‥この日，イカは良く光っていなかったので，明日にのばす。 鶏卵培養液の材料をそ

ろえておく。

25／兜……朝，よく繁殖していたので，昼休み時間に培恵軽を作って，ペトリ皿に厚さ1C彿弱

に入れて，蒸し器で消毒する。 ノ

放課後，暗室で培養基に移砥する。

24／知…・・・大変良く光っていた。（今までのうち・一番良く繁殖した）

ゼラチン培養基を作って移婚する。

25ノーヨ…・・朝，光ってレjたが，光が弱いので明日まで枝子を見る。

‘三二／ノItト・・‥薪，作目£少紘光ってレユたしへ。

27ノⅩト・・今日：′ま全然光っていかへ。またも失政。 ，（今度こそ止と思ってレ．た′つた－主題と十二

一165－



う，この実検は，絞輩に譲ることにした。

反省・……・∵失敗？尉畔上，なんといっても移殖する際に空気中骨雑軒に犯されたという事であ

こ二1． －

それから，温度と栄糞がうまく達しなかったOでは夜かろうか。 温度は10℃とい

うのを厳守すべきで窄かったろうか。

培養基を，鶏卵でずつと続けてみたらどうだろうか。

エ　ビ　の　体　色　要化

5年迫田裕子浦底一代

上村信子外巨］倶子

rl）エビの体色はいくとおりになるか。

シャーレに色紙をはり，それぞれの体色の変化を観察する。

赤・菅・線・紫・責・白のる色に分ける。

赤赤みをかびる。

青・練。 紫この5色は同じよう融廿色になる。

夢色全体的に白っぽくなる。

薮このようなことからエビは大まかにみて，5色の体色変化をすることがわかる。

（2）明暗と眼病との関係はどうか。

眼病をとり去って明かるい所にかいたもの

隠柄をつけたままで暗い所にお八ハたもの
1暗赤色

限柄をつけたままで明かるい所においたもの一変化なし

g／

分散し女色葬具粒

なお，ここ⊃エビは学校の塵を流れるまのせ川で採集したが，また正だた輯完をえていか′っ

一・一69－－



イースノト苗の発餌

2年岩崎みつ子平下律子

〔研究目標〕ノくン酵母菌（イースト菌）によるアルコール発酵が，▼温度によって，どのようにち

がうかを調べる。

〔準備〕器具・材料－管ぴん・ガラス管・ゴム管・ピンチコック

薬品一ブドウ糖・ペプトン・リン酸＝水素カリウム（K翫王04）

硫酸マグネシウム（丸亀SO4）・蒸留水

培養液の処方

ブドウ糖5．0才ペプトン1．0才KHzP040．5才

MgSO40・3才蒸留水100∝

〔研究方法〕

上の処方により作った培養液を，管ぴんに約25cc入れ，これにノくン酵母菌約1gを

まぜる。そして装置する。

25GCに酵母菌1才をまぜると，白い液となる。し漉くするりは，速やかに，

＼、発酵をさせるためである。

2）ビーカーの液を，－20℃

38℃・40℃． 50℃。

占0℃などに変え，それぞ

れの温度において，大体一

宝の気泡が出るようになっ

て，ピンチコックを閉じ，

1分間にガラス管内の液の

上昇度を測定する。

（ただし，左のグラフは5分

間の上昇度を測定したもの

である。 ）

〔結果〕右のグラフの通り。

0温度に比例して，発酵も盛んに

至る。

彙吉のグラフ揉，ビーカーの中の

温度を，上くつ説明〇這ウ上げた場

合の管内こう温度で与る′1
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触　粉　転　写

5年　　迫田裕子

方法

（五　期または卵白を薄手の艇にぬる

◎・媒・蛾の詔を一枚づつ切射還し，①の上にのせ既を折りまげ上から柔い布をせるめて押す。

③卵白が乾いてから憩の大きさに切夕抜く

㊨・∴鱗粉が紙につき，超と紙とはすぐに慮れる

⑨厚手の台紙に鱗粉のついた紙をはり，体長，触角を書き加える

⑥胴体，うつらない部分の色の補充

そもそもこの鱗粉転写を始めるきっかけは経済的開抗からである。 珠や蛾をいくら採指したとこ

ろで肝じんの標本箱を持たず，尿娼板から取りはずした後は壁に差しておき，大きなナフタリンを

下げたにもかかわらず，その内把がなくなったり，頭がなくなったり。 すなわちこれは憎きゴキブ

リの胃の中に収まることを知った時，アベックで婆を現わした両方ともをと憎悪の念を込めて手元

にあった本で叩きつけ無残な死を想像してそつと本をとったカ㍉すでにすき間に逃げ込みその下は

も脱けの殻。その仕返しにか悪さがひどくな少，トンボにおいては鶏が落ち，針だけが残っている

始末。

迷媒やその他珍しい昆虫夜らともかく，まきか採集した全部を学校に保管してもらうことできな

い。かと言って，標本箱は安いのであっても八石門以上で学生の自分には高価である。 標本箱買う

のはとてもじゃないと議二した時，福田先生の教えて下さったのがこの鱗粉転写である。 六月八日，

最初に試したのがツマグロヒョウモンだった。 卵白で手をニヨロニヨロにして，乾くのも待ち遠し

くノ、すこミで切り抜きその紙を開いた時，ちゃんと蓑と黒の圧点がうつつてた時の喜び． ／後にした

ものとは比校になら粒等のものであったが。 教えてもらってしばらくは耗左した朕のある限り，時

間の許す限りもう夢中になってやった。 方法の畦増ではやろうと思えば簡単にやれるの元が，甥の

体長，触角書きがなかなかである。 初めの内は書いた胴体が大きすぎて，この超で飛べるのかと思

われるのがあったり，こん夜長い触角はあるせいと先生に言われたりして，その後憤れるまでは，

実物をコンパスで計り書きこんだ。 アゲハならそういうこと推容易なのだが，シジミ，セセリCこ喋昌

にたると相当根気がいる。 それに（動の色の補充や胴体の色彩を田すわにも苦心を賛する。
．
夏休み莞

生に戴いた了ルブスや沖紀の珍しい蝶をする時かやはカー呑気を梗った。 Eはなった速を壊してに

もったいたいと切鋸注すOに細心の注意を払った。 ある日仕上げを急いで量で袴志してる時，掛餌

と呼ばれ空返事を気骨しながらそれでも塗っていると，＿スジグロカバマグラ〇入れ葺ノべき一雄音か連

中でたくをってるのに気づき，よくよく見たらカバマタラで為つたという珍事イごつだ＿ニケ・守二L

j再にしたが言茨友がこれを見て珍しいチヲウチヨとし菩少に感心してた¢ナノ∴7′、’ラて∴迷声で

ほとんど見ろ最会も穴二いのにかまけにスジグロかくマグラとlr‘〕アイノコとてるたナら三‾’、し宣さ・‘′ン≒予て∴モ

ったr，－7t－



文化祭の時もこの実演したが，沢山の人が熱心に聞き，見てくれた。 ただ因ったことはできちが

ったそれを，展示して軋るそれをほとんどの人が欲しがったことである。 何しろ踵粒が少ない（つて

と断わったカ㍉二年の某男子に断わる方が根負けしてしまい，それじゃあげる代りにこの説明台周

りいっぱいに人を集めてと条件付き。 オーイみんな畳まれ，良いこと開けるぞと，なるほど貴めて

くれた。おまけに群衆心理で何だ，どうしたんだと言うことでこの時ばかりは三重，四重に集って

くれた。説明する方も張合いがあった。 小学生も先生らしき人に連れられてかなり来た。 夏休みの

宿題にレ亘ハわよと言うと，らしレ＼入日く，‘‘みんなお姉さんの説明よく開いておき夜さい”それに

父兄のある小母さんが，何か使い道ありますかと開かれたので，小さな媒恵らしおりにしてもいい

し，封筒にはっても喜ばれます，それに大きい廣だったら襖の修理にもなりますエと説明したら，

それはいレrですねとこコニコして去って行かれた。 しかし某先生に，まあ残酷わと言われた時はさ

すがに悲しかった，標本箱のものは剖蚤ど思わをいとおっしゃったが，標本箱亨えあれば自分だっ

て好きこのんでノくラノくラにはしやしない。それにこうして切り紐してる所だけを想像されてるのか

と思うと無性に淋しい気拝だった。 花も切り吸った後には，種をまき，水をまくことを知ってもら

いたい。文化祭を終え，後片付けも終えて椅子に座ってる時，成功だったねとポ／と肩を先生に叩

かれた時，わかって下さる人もいるのだと悲しい気拝はなくなった。 こうしたことが高校生活のク

ラブ活動の良い思い出として生涯或るであろう。

ニ： タ　ツ　タ　カモク　メ　シャチホコ

る年迫田裕子

19占5年10月5日晴吹上町伊作1♀

今年は一頭の迷錠も見かけていない，家の者が9月8日メス了カムラサキ1岩を見たとのことだっ

たCつて，この月も近くのつつじ丘へ迷長を求めて出かけたがサツアニシキー頭だけだった。 この日

思いがけずも生物部の人達が採壬如こ来ており→緒になり，別れての斥力の山道で，地面に見つけた

蛾がクックカモクメンヤチホコであった。 その時は名前も知らず見たことさえない，まるで白いカ

ビの生えたようなこの蛾を，、蛾には注意してたいから見たことさえも夜レ㍗｝だろうくらいに思って

たが，彊書館の図鑑をいくらめくっても名がわからず，2Eヨも経てから福伝先生の所へ持って行っ

た・コその名前と県下で5頭目くらいと昔し1た埠は信じられない気幹だった。 学校へ持って行く途中

ノてラフイン紙からはみ出し教科書0下敷にな待粉かほとんど落されてしまったこと姓誠にうかつ

て為った。

一7Z　－



－∴ メスアカムラサキの飼育記録

2年‘中田昭徳

メスアカムラサキは，クテノ、チョウ科に属するもので，その分布は，東洋熱帯からアフリカ東岸

までおよび，日本では主に九州南部や，西南諸島で採集きれるが，土着産で奉るかどうかは疑問で

あるらしい。このチョウの幼虫5匹を田中洋氏より郵送してもらい，飼育しましたので，ここにそ

の記録を記しておきます。琵沖氏から0便少によると，この幼虫は，19d5年8月2Eい藍久島

宮之浦にて・久木野和暁（東大理・1年）が探震した1早が8月5日の産卵し，それが8月9日

よ用字化したものの同胞である。

0飼育期間昭和4e年8月17日よウ同年9月5日まで

0飼育箱としては，木の箱を使用。 食草としてスベリヒエを必要に応じて与えた。

17日田中氏よウメスアカムラサキの幼虫5匹が郵送されて来た。郵送の途中で1回脱皮してい

た。 体長的6m。

18日幼虫をみんな床に落としてしまった。1匹だけ打ちどころが悪いらしく少しも食べない。

19日午前7時とろ2匹脱皮。 あとの2匹は午前中に脱皮したが，もう1匹は全然食べず，他の

4匹よりずつと小さい。 脱皮すると急に体が大きくなるように感じられた。

20日放小の1匹が死ぬ。 露りの4匹はよく動きまわっている。体長約45m。

22日2匹だけ輪を作り始める。

23日残りの2匹のうち1匹は帝を作り，他の1匹は，輪作少に失放し，将来羽にあたる所があ

いている。 蛎の色は初め白くすきとおってレさたが，だんだんうすい茶かつ色になる。2，5

日して気づいたが，幼虫の頭と的のぬけがらが，蛸の下に落ちていた。

27Ei4匹とも生きているらしく，手でさわると，ピクビク動く。

鏑化に失敗した個体の姉のわれ目から，足らしいものが見えていた。

29日午前7時とろには，1つの鮪が変色して全体的に，蕪つほい感じ。 羽にあたるところ結，

黒・黄・歯赤色がまばらに，すきとおって見える。 午前11時には，すでに1匹羽化してい

た。 捧持3匹羽化し，5匹とも早であった。

30E琉つくりに失敗した個体が，変色もしないので，楠を開いてみたら，中には小さなうじが

いっぱいわいていた。 これは寄生バチか寄生ノく工だったかも知れない。羽化したメスアカム

ラサキのうち2匹は標本にした。
1

残りのもう1匹は，これより占日間箱の中で，サトウ7kをしみこませた綿を与えて離しへ，

その後逃がしてやった。

チョウ茸鍔育なんか，食堂さえ与えればしつハだろうと思っていたが，5匹のうち3I笠しか羽化し

査ら案外うまくいかないもl〇たとわかった。

以上てこく二′メス了カムラサキについてわかった事イ）1荘卵心らえ化→4～53高

可∵醇化から音締こたるまで→14－15E］鵠ノう嬬弁ら羽化するまで一寸8～9E雄

1173－
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オリジナルな研究をすすめる

摺間　福　田　疇　夫

元日のぷ厚い朝日新聞をひろげてかどろいたのは． ‘‘し1のち”特集の頁がマンガまで入れてずしっ

分多いことであった。 その中には，まだ，高校の生物の教科書にも登場しないよう凌遺伝現象の舞

台裏，DNAの話がわかりやすく書いてあったのだ。 いかにも今年は，世界の人々の目が生命現象

の解明に集中されているような感じをうける。 また，岩波書店の月刊パン∵フレット「図書」の1月

号には“物理学と生物学”という房で，渉紺秀樹博士らの座談会記事がでて高るが，その中咋“生

物科学が物理科学と融合して自然科学の総合化が今日起ころうとしている”などという言葉もみえ

る。そういえば，先日やってきた教科書会社のセールスマンも，ずい分新しい知見をもり込んだ教

科書見本をみせで帰っていったし，文部省や県教委も，これからの新しい生物科学の教育を本格的

に検討しようとしている。

19世紀の中葉，ダ「ウインによって∵‘進化”というたて糸で統一された生物学が，メンデル法

則発見後100年にしてようやくその遺伝現象解明の糸口をつかみ，ガンや放射能障害や自然保誤

など一般の関心を強くよびながら，今やひとつの曲り角にさしかかっているという感じが強い。 高

校の一教科としての． ‘生物’’の内容もいずれその面目を一新するととだろう。

さて，こういう時代にめって，高校の生物クラブ誌はどこへ行くのだろうか率いわれわれの手許

には，各地から送られてきたクラブ誌がたく山あるので，その内容を中心にして私の考えをのべて

みよう。

これらのクラブ語には多毯多様な報文がでているようだけど，少し荒っぽく分けると2つの型が

ある。

牙1塾は教科書や実験書にあるようなものを実施したレポートである。 これは，よほど特別な

事がない限り，まずまず本の結果と一致したとして一応満足する場合が多い。 それはそれで良いと

思うし，また，必要なことである。

升2の型は，生物学という学問にひとつの資料を提供するキうな，いわゆるオリジナルな鞭文で

ある。そんなむつかしいこ・とが高校生にできるだろうか，と思うかも知れないが，実はと（′つ「まの

せ」にだってちゃんと出ている。 採集会の植物や動物の探査目録は分布や発生期の資料になるし，

ヒメウラナミジヤノメヤ迷蝶の記録，あふちの生物学なども十分にそつ価値がある。 これらは看た

ちが報告しなかったら，証も知らない事実なのである。

小言を記録だからといって軽く見てはならない。 ，こ0事は本誌2号ですでに立；三べて三二：小舟。自誉

科学（r：工そういうもののつみ重ねなのであった。だから，良い封文法多くの専甲宏しニー誓てふれ三・三う

にし烈すればならなレ。 そしで著者蛙その鞭文につ小て（こ〕安住を鍬五九かたらで十㌔、∵江これが子

鉦きウぎI）まで位って“まのせ’’しつ圭行部数を堵した少，会員名器Cヰこ亘で主上小金わ・Hに仁

一751－



∴ふようにアドレスを記入した理由Cつひとつなのである。

これは決して大げ苔を事で齢料豆類軋‘ヒ¢ように・‘しろうと”、把も▼がリジナル奇策文が書け

j二ところに生物学の大きな特役があるのだ。化学ヤ物理学でこのような仕事をすることはきわめて

困難を場合が多い。そしてまた＝これ綱直物．昆虫，魚，鳥などいわゆるアマチュア生物学者の多い

理由ともいえるだろう。かくいう私も，本職は教師だが，アマチュア昆虫愛好者の1人である。 こ

れまで高校生時代からずつと，良い親交を出したいと願いつづけてきた。 しかし良レ㌧オリジナルを

報文とはどん夜ものだろうか。

当然をことだが，科学の世界では，発表された報文の内容そのものだけがその価値を決定する。

そういう意味では，科学は芸術に通ずるものがあるだろう。 われわれのような“しろうと”が日常

生活，受験勉強の忙しい時間を書いて苦心きんたんしたなどという‘！ 適短，，は完全に無乾されるも

のだ。冷酷できびしいものである。 しかし，逆にいえば，私たちのやった仕事でも，専門家がすぐ

れた設僻を利用してやった仕事でも，その研究内容だけが全く平等に評価されるわけである。 私は

この科学のもつ冷たさが好きなのだ。

ところで，価値のある報文とは，何よりもまず． ‘正確”でなければなら食い。これは前述の升1

型，牙2型の報文にともにいえることだが，これ1が簡単にいかないことは，採集した生物の種名ひ

とつを調べることに苦しんだクラブの諸君なら身にしみて知っているはずだ。 しかし，科学的夜

“正酷さ’’とはどんなことだろうか。これは君たちへの宿題にしておくとしよう。

クラブ誌には，それまでわかっていなかった新しい事実を報告できるとい一う楽しみがある。 これ

は，すでにわかっている事を憶えとむ“受験生物学”などではとても味わえないものだ。 宕たちは

これを通じて学問のもつ‘‘きびしぎ”にふれることができょう。 さらには，現代の怪物“自然科学”

という学問の“かちくり’’を学びと少，それを正しく発展させる方向も見出しえよう。 これはむつ

かしいことだが，人間とはそれができる動物のはずだ。

どんなに新しい生物学の時代がきても，生物学の対象は自然界の生命現象である。 われわれの周

商の生物がひきおこす小さなでき等が研究の出発点と夜少，また，終着点ともなる。 自然を忘れた

生物学扶砂上の楼蘭にすぎない。 高校のクラブ活動が，もし，どうしても必要なものなら，生物ク

ラブは自然から学びとって事実を発表する． ‘クラブ誌”を中心にして，自然に親しむ心や，部員師

の友情を育てながら，そしてむしろ，多数のゆうれい部員（全校生徒？ ）を大切にしなから巾広い

安定した活動を続けなければならをいたろう。 これは，私が“まのせ”にかける初夢であろうか。

（196る年1月22日，旧正月の夜に）

～兄十一



一鹿児島大学r大学祭」見学記∴

2年森欄郎

本校の文化祭も終えて，ほっと一息という頃，部員一同，鹿大大学祭を見学に行き，大学の空気

というもの・をささいながらも吸ってきました。大学に着くや，まつそく迎えの先輩に，教養部の一

角にある生物研究会の展示場へ案内され，陳列された研究発表を注意深く見てまわ・少ました。 率直

にいって部屋そのものは少し暗くて感じの良いものではあ守受せんでしたが，どこかやはり高校で

は見られぬ一種特待のものを見出した感じがしたようです。 印象に残ったこと，考えさせられたこ

とをあげると次の二つになります。

一つにはゲテモノ嬢です。 ヘビ，イナゴ，ハチノコなどの顆がありましたが，料理されたもので

あるので，別にいやみもかゆみも感じませんでした。 仲間の一人が食べるOを試みてみたので，感

想を開いてみると，食物として通用するだけの価値はあるそうです。 来年の文化祭にはぜひこれを

やってみて，加校の仲間の神経をゆきぶりたいと思います。

二つには生物研究会会員の研究意欲に敬服したことです。 植物採集品を見ているとき，案内役の

先輩からこう言われました。‘‘ぁの人は植物に関してはウオーキングライブラリイだ’’この言葉に

も考えさせられる問謎が起ってくると思います。

夜か，生研税関記もEBEN（生命）をちょうだいしました。

＠ヤツコソウ（天然記念物）

触
東市来町の湯ノ元に“この辺の植物を採ってはならぬ’Tと内務省から出された掛れ書きが，ま

だ立ててある神社の裏山がある。そこにヤツコゾウは自生しており，天然記念物とされている0

牧野博士の図鑑に“高さ7C叫司外にて白色を呈す”と出ているが，私が見に行ったのは1月1

日で，高さ2－3仇，色は茶褐色であった。
花は晩秋に咲くという。 だから私は見ることはでき

なかった。朝日だけがとどき，大きなシイノキの根に群をなして寄生しているが，枯れ葉をかき

のけて，そして目を皿のようにしてようやく気づく。 採ることができないので撮って来たが，光

の具合で失敗してしまった。また囲鑑に蛙㌣根茎は短円にして，花茎は直立，肥厚，通じて大な

る鱗片を対生し一年生なり，’とある。茎融、指程であろうか，その上枯れ葉とほとんど同色で見

っけるまでたい・へんだった。柱頭は半球形で，平行鵬害い筋が通っている。 その筋たけが明るい

色をしていた。子房は卵形で阜室である。

和名“ヤツコソウ”は奴（ヤツコ）の練り歩く姿に似ていることより言うとか0また，花中に

は蜜按を分粧して，小鳥が来て飲むそうだ。

駐日HD椚上甑されていてン別しては大つ足に牲変れて，天然記念物が滅びてしまわないかなと

感じながら封至上けた。所碕慶子）l一∵7・・－



加世田市雨近l手おける生物ごよみ

2年中田昭徳

この記録は，我々の部の生物日誌よウぬき書きしたものである？ 生物日詰は，昭和，48年1月

30日より部員が交代で，自然界の変化． （動植物に関するもの及び気温・湿度など）・温室内の状

態・園芸作業・部員活鋤状況などに関して記銀したものである。 この生物どよみは，それらの中か

ら主に植物に関するものと動物に関するものとに分けて書いた。

注）この記録の中で，文尾にかける（）内は，その記録地である。 ただし，校内及び本校附近

の記録については，これを省くことにした。

月　 日 植　　　　　　　　　 物 ！　 動　　　　　　 物

1　 5 0

2　　　 2

梅の花は 5分咲き ・

パンジー （白色 ）が咲きつづいている ，2 ヒヨドリが七．ソダンに来たが，すぐ飛び

9 ボケの花 （赤色）が咲いた

カシワはまだ枯葉を一ばいつけている

！

l l O

さる

1 0

1 8

ひばりのさえず りを開 く（阿多 ＿）

シネラリヤにつぼみがつく（教室内 ） 2　0 クイワンクツワケシらしい声を砕 く

ムラサキケマンが咲 く（川畑 ） 】（暖かい凌 ・川畑 ）

アネモネ開花　スミレが咲いている

4

　

　

′

0

　

　

7

2

　

　

2

　

　

2

3　　　1

3

5

10

12

14

19

2　3

2　占

4　　　5

寒ザクラが湛捕

クロッカス4分咲き

スイセン・パンジー・アネモネなど咲

いてレ、る

薬ぼたんの移植シネラリア3分咲き

バラの芽が出ている

ユキヤナギの白い花がかなり咲いてい

るシネラリヤ5分咲きレンゲソウ咲く

三色スミレの花がふえている

モモの花が咲いた

ウメの芽が出るキンセンカ・スイセ
ン′・ルービン・フロックス・アネモネ

たどが咲いている

モクレンし＿）つぼみが大きく怒っている

レンギョウ（黄色）活用

チューリップ（白色）が咲Lへている

2　5

，へ）

ー78　－

モンシロチョウ初見（万世・川畑）

ウグイスらしい声を開く（川畑）

了をクテハ．2頭目攣（金峰町）

コジュケイがしきりに鳴く（川畑）

モントシ′ロチョウがだいぶ出てくる

キクテハを目撃

キチョウを目撃（阿多）

枕崎にツノくメ来る（南日本新開より）

モン′シ∵ロチョウ極めて多し

シネラリヤにアブラムシがついていた



月　　日

5　　1

4

9

11

17

21

2　5

6　　　7

11

7　　　1

カキの新芽が出ている

クスの新芽が目出って云るアイリス

・ナデシコ・チユーーリップ咲く

パ㌧／ジー開花全盛

センダンの芽はだいぶふくらんでいる

マーガレットが咲き始める

グラジオラスの球根を植える

オジギソウの種をまく（温室）

マーガレット・セキチタ咲き始める

ムラサキツユクサが咲いている（温室）

ネムノキの新芽が出せいる

マ⊥ガレット満開スカシユリ咲く

カマズミ満開

ヤツデが落葉する

チガヤの穂が一はい出ている

ブーゲン邑リアの赤い葉が半分ぐらい

散った

ビワの実が色づいてきた

ミヤギノハギ2分咲き

ブツソウゲ開花（温室）

ネムノキの芽が目出って逐た

アジサイの花の紫色が淡くなる

マリーゴールドを植える

パンジーはまだ咲きつづけている

ネムノキの花が咲く

ドイツアザミ（つ移植

ネムノキの花が散りはじめる
ヤナギの薬は1枚もない

ムクゲの花（白色）咲く（万世）

ノウゼンカズラ咲く（万世：）

ハマオモトの花（白色）咲く

トキワススキも花清出

ヤナギ労新芽が出てきた

シ・ヤスクーデージーか咲やてしハス－79　－

ツマグロキチョウを目撃

カエルの合唱を聞く（川畑）

トノサマガエルが鳴いていた

ヒメウラナミジヤノメロ撃

ハルゼミが鳴いている

さつま湖でフクロウ捕獲一久米ノリ子一

吹上浜でタイワンドジョウ（？）捕獲

てメコブシガニ・イソガニ捕獲（新川）

了カショウピンの声を開く（川畑）

タテノ、モドキを採集

アサギマダラ羽化（飼育中のもの）

ルリハムシが異常発生しゴデチ了を食い

あらす

まだハルゼミの声が開かれる

センダンにモン∵ソロチョウが来ていた

11「ハルゼミの声を開く

このころ学校のツバメの子膏すう中

夜ヘイケボタルを見る（川畑）

ツバメの子が巣立った

ネムノキにアゲハが多い

ウスノくキトンボがソテツのまわりを飛ん

でいる

グテハモドキ羽化（飼育中のもの）

赤トンボ20匹ぐらい見る（新山）

モモなどにヤブキリが多い（ジージーと

鳴く）

ニイニイゼミの声を侶く（竹折神社）

相変らずソテツr⊃まわりにウスパキトン

こさて’：‥予い

了ブラゼミの声初めて描く（竹田神社）



植　　　　　　　　　物

ホソバヒイラギナンテンの菜が上の方

よ舛占れてくるカ／ナ満開

ジヤノメエリカが新芽を出している

24iキヨウチクトウ溝闇

2　7

8　　　5

る

13

2　°

9　　　5

15

2　4

2　5

2　7

5　0

10　　7

1d

18

サルスベリの花（白色）咲く

クコのつぼみが目立ってきた

サルスベリの花瓶開

台風15号により草木がだいぶいたむ

プツソウゲ（白色）咲く

オジギソウ（桃色）アオイ咲いている

フィリピン産のココヤシを植える

（井尻修提供）

ヒマワリはまだ咲きつづけている

コリウスが咲き始める

ツルムラサキが1本咲き始める（温室）

フヨクが咲いている

トウワタが咲いている（加世田駅横）

1カキの実が色づいてきた

スミレの種をまく

菓ボタン・キンセンカを植える

スミレの軽をまく

花園にモンブラン・ペルナーを植える

ハナビシソウの種をまく

イチョウの葉が半分ぐらい散った

マリーゴールド満開

キンセンナ7〇榛をまく

t
∠呂序ユーリップC球根を桓える
1I

一写8　－

効　　　　　　　　　　物

†ニイニイゼミはだいぶ多くたった
11iヵバマダラ（1の目撃

串‡；禁慧票‡芸芸‡（阿多’

27「チリモドキゾウムシ本土で発見される

（指宿郡開開町）

8月になってからアリモドキゾウムシは

成虫・幼虫などもさらに発見される

（指宿郡開聞町）

9

カバマダラ目撃

ツクックホウシが盛んに鳴いている

アジサイにオオスカシバが吸蜜に来てい

た→ば獲

キマグラセセリ・ヒメジャノメ・ヒメウ

ラナミジヤノメ・ナガサキアゲノ、など目

さ：7才
ヱId・

15！ ゴマダラチョウがエノキに産卵するのを

目撃→卵を採取

このころ毎ロックツクホウシ・クマゼミ

・アブラゼミが鳴いている

15日のゴマダラチョウの卵がかえる

クマゼミ・アブラゼミの声を聞いたのは

今日が最後

クテハモドキを目撃（運動場）

ツクックホウシはまだまだ多い

ホタノ藁敬匹いた

ウスバキトンボが1匹ソテツのまわりを

飛んでいた

タテハモドキ秋型羽化（飼育中のもの）

遵ズがするどく鳴いている

キクテハがトゲソバの花で吸蜜

ツクックホウシの声到詞いたのは今日が



月　　日 植　　　　　　　　　物

11　9

15

18

2　5

2　5

2　6

6　6

チューリップ・アネモネ・ラナンキユ

ラスを植えるキンセンカを移植

センダンの薬は残り少ない

ツワブキ○花（黄色）が目だって来た

コリウスのさし木をする（温室）

スイセンがあちこちに咲いている

センダンの葉は完全に散った

ナデシコを桔える．

ボケのつぼみが目出ってきた

ジヤノメエリカ3分咲き

スミレ・セキチクを移植

1　項チユーワップ・スイセンの芽が出る

ボケの花（赤色）が咲いている

ユキヤナギがわずかに咲いている

ポインセチアが枯れはじめる（温室）

ブツソウゲが1つ咲いている（温室）

キンセンカが2本咲いている

ブーゲンビリアの葉が上のほうよ少赤

く色づいてきている（温室）

ジヤノメエリカ5分咲き

三色スミレに紫色のつぼみ2つがつい

ている

白いツノくキの花が咲いていた（万世）

一品1－

物

メジロが鳴いていた

モズがしきりに鳴いている

スズメが水たまりでジャブジャブしてい

たタイワンクツワムシ・コオロギの声を開

く（夜・川畑）

ヒヨドリがセンダンに実を食べに来てい

た

ムラサキツバメ・モンしシ′ロチョウ1匹が

飛んでいた

アカタテハ1匹目撃

ヒヨドリがセンダンに盛んにやつて来る

アカタテノ、・モン←シ′ロチョウ目撃（万世）



生　物　部　員　名　号謹
（19占占年1月現在）5る名

叡間佐方敏男（休職中）

福田晴夫

准′に孝雄

5年酉川路清彦日管郡金峰町中津野

森昭典日置郡金蜂町宮崎

若松幸恵日経郡金峰町宮崎

永‾‾田葬美智日置郡金峰町中津野

久米ノリ子白斑郡吹上町拉ガ丘

水流観敏子日置郡金峰町池辺

元山正子加世田布津貰久木野

伊藤豊子日置郡金峰町境

尾辻文子加世田宙万世小松原

活永茂子日置郡金峰町新山

鮫島照子加世二田市万世小松原

森永冥利千日燈郡金峰町阿多

浦圧一代加世田市武田

上村信子加世田市内山田

迫田裕子日思郡吹上町伊作

外包供子加世田市川畑

2年中田昭穂加世田市万世小松原

森臓郎加世田市武田

田中基行臼琶郡吹上町中原

竹中法生加世田市万世小松原

赤崎慶子加世田市武田

志摩むつ子加世田市川畑向江

平瀬． 照子加世田市武田

前野英子日置郡金峰町営時

平下律子日駐郡吹上画「㌻蘭

岩崎みつ子加世田市武田

長友伴千日配郡金峰町宮崎

1年東辻和行日置郡金峰町中津野

崎山修加世田市唐仁原

橋口義昭加世田市武田柿本

竜留耕輩加世田市浮某

竹之内慶子日置郡金峰町屋下

竹下しずか日駐郡吹上町線ガ丘

大国裕子日琶郡吹上町与倉

膏元成子日置郡金峰町大野

佐伯伸子加世同市長殿

ー32　－



一
編
－
、
．
．

－
一

記
後

集

、一・一＿一一一・・一一日－

静まりかえった放誅後の生物室，あるいは日曜日の一人しかいない生物室で書か

れた原稿，その一つ一つをかきね合わせ，鮨集しながら，扱少ない阿憑にふけ少ま

した。楽しかった採碁会，忙しかった文化祭の準僻，そして佐方先生の御休敬，ま

だまだいろいろを串がありました。

生物部誌「せのせ」もここに三年の歩みを見ることができました。創刊号から升

3号までわずか三年の歩みの中に，なんとか自信と誇りをみいだすことができまし

た。また，そこに生物部の基礎を築いていけることを心強く思っています。牙1号

升2号につづhて，また新しい段階へ進んだことと思っています。升3号が新しい

段階へ進んだかどうかは，今後の批評をまつことにして，ともかく，そのために多

大な努力をなしたことは自信を栴っています。

創刊号から牙5号までの歩みを基に，今後の発展を築きあげてレ・きたい。‘‘ぁふ

ち”のように轢く根をは少，枝を広げ，何年か後永遠のみのり，きってもきれない

伝統が築きあげられることをいのつてやまない。

なお，いろいろ御指導いただいた先生方，その他多くの人々には，ことで深く御

札申し上げるとともに，今後の御補導を御願いいたします。

丸
（田中基行記）

鹿兄島県立か率防露埠学校貨物縮減詰まのせ第3号

巌行目：、1966年2月23月

補雛を：挫軽薬缶紬瑚孟竹中法生前野英子頂か

紆勘：旛児島里！ 浩町1ト12拗1えい窓社（電⑧8盲55）

専行者：程兄相島志贈りふ清掃軍却世甲高終年鳩茹
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